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ニュース　令和４年度中学校武道授業（空手道）指導法研究事業

露
。
激
し
い
動
き
と
と
も
に
発
せ
ら
れ
る

大
き
な
声
や
音
に
驚
く
生
徒
も
い
た
が
、

真
剣
な
眼ま
な

差ざ

し
で
最
後
ま
で
演
武
を
見
届

け
る
と
、大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　
演
武
後
、
松
崎
研
究
協
力
者
の
指
導
の

下
、
生
徒
た
ち
は
突
き
・
受
け
を
練
習
し

た
。
そ
の
際
、
左
右
色
違
い
の
手
袋
を
着

用
す
る
こ
と
で
、
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す

く
、
基
本
動
作
の
練
習
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
と
い
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

後
、
軟
か
い
ミ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
突
き
・

蹴
り
の
練
習
、
プ
ー
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
発

　
令
和
４
年
度
中
学
校
武
道
授
業
（
空
手
道
）
指
導
法
研
究
事
業
（
主
催
＝
日
本
武
道

館
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
、
日
本
武
道
協
議
会
、
協
力
＝
大
阪
府
立
摂
津
支
援
学
校
、

後
援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
）
が
10
月
31
日
、
大
阪
府
立
摂
津
支
援
学
校
（
摂
津
市
）
で
研
究

者
９
名
、
研
究
協
力
者
４
名
、
同
連
盟
事
務
局
２
名
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　
研
究
事
業
で
は
、
全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
強
化
選
手
で
「
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
１
プ

レ
ミ
ア
リ
ー
グ
」
優
勝
３
回
の
岩
本
衣
美
里
選
手
が
研
究
協
力
者
と
し
て
参
加
し
、
生

徒
に
圧
巻
の
形
演
武
を
披
露
し
た
。

　
初
め
に
、
大
阪
府
立
摂
津
支
援
学
校
の

藤
井
雅ま
さ

乗の
り

校
長
が
挨
拶
。開
講
式
で
は
、日

下
修
次
全
日
本
空
手
道
連
盟
顧
問
と
和
田

健
日
本
武
道
館
振
興
課
長
、
研
究
者
を
代

表
し
て
小
山
正ま
さ

辰し

研
究
者
が
挨
拶
し
た
。

　
そ
の
後
、
体
育
館
に
移
動
し
、
研
究
協

議
（
１
）「
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
空

手
道
授
業
指
導
法
に
つ
い
て
」
と
し
て
授

業
を
視
察
し
た
。
松
崎
和
繁
研
究
協
力
者

か
ら
、
空
手
道
の
形
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。
続
い
て
、
生
徒
た
ち
を
前
に
岩
本

衣
美
里
選
手
が
ア
ー
ナ
ン
の
演
武
を
披

中
学
校
武
道
授
業
（
空
手
道
）
指
導
法
研
究
事
業

中
学
校
武
道
授
業
（
空
手
道
）
指
導
法
研
究
事
業

全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
岩
本
衣
美
里
選
手
が

　
　
　
　
　特
別
支
援
学
校
で
模
範
演
武
を
披
露

研究協力者の岩本選手（左）によるアーナンの形演武研究協力者の岩本選手（左）によるアーナンの形演武
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泡
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
）
を
使
っ
て
の
受
け

の
練
習
が
、
怪け

我が

の
な
い
よ
う
安
全
面
を

配
慮
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
、
松
崎
研
究
協
力
者
が
「
決
し

て
人
に
向
か
っ
て
突
い
た
り
蹴
っ
た
り
せ

ず
に
、
空
手
道
で
優
し
い
心
を
育
ん
で
ほ

し
い
」
と
い
う
内
容
の
講
話
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
曲
に
合
わ
せ
て
「
基
本
形
一
」

や
基
本
動
作
を
反
復
す
る
「
パ
プ
リ
カ
ラ

テ
」
を
行
い
、
授
業
が
終
了
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
研
究
協
議
（
２
）
は
、「
特

別
支
援
学
校
に
お
け
る
空
手
道
授
業
の
実

践
事
例
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
摂
津
支
援

学
校
の
藤
井
校
長
と
空
手
道
授
業
を
担
当

し
て
い
る
大
西
弘こ
う

祐す
け

摂
津
支
援
学
校
教
諭

が
授
業
計
画
と
振
り
返
り
を
発
表
。
続
い

て
浅
井
一か
ず

人ひ
と

研
究
協
力
者
、
太
田
熊ゆ

う

野や

研

究
協
力
者
が
実
践
報
告
を
行
っ
た
。

　
続
く
研
究
協
議
（
３
）「
特
別
支
援
学

校
で
の
空
手
道
授
業
に
お
け
る
課
題
と
今

後
の
取
り
組
み
」
で
は
、
軽
度
と
重
度
の

知
的
障
が
い
の
生
徒
が
い
た
場
合
の
授
業

内
容
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
研
究
協
議

（
４
）「
各
研
究
者
か
ら
の
報
告
事
項
に
つ

い
て
」
を
も
っ
て
研
究
協
議
が
終
了
。
閉

講
式
を
行
い
、
全
日
程
が
終
了
し
た
。

（
文
責
・
日
本
武
道
館
振
興
課
）

◉
生
徒
の
前
で
演
武
を
終
え
て

岩
本
衣
美
里
研
究
協
力
者

「
演
武
を
見
る
こ
と
に
集
中
し
て
く
れ
て

嬉う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
生
徒
た
ち
が
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
授
業
に
取
り
組
め
た

の
な
ら
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
授
業
後
、
空
手
道
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
た
生
徒
が
話
し
か
け
て
き
て
く
れ
た

こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
重
度
の
知
的

障
が
い
が
あ
る
生
徒
の
前
で
演
武
を
し
た

の
は
初
め
て
で
す
が
、
空
手
道
は
、
そ
う

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
一
つ
の

可
能
性
を
提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
、
こ
れ
か
ら
の
空
手
道
の
発
展
に
期

待
が
膨
ら
み
ま
し
た
」

【
研
究
者
一
覧
】

■
研
究
者

　
・�

日
下
修
次（
全
日
本
空
手
道
連
盟
顧
問
）

　
・�

小
山
正
辰
（
森
ノ
宮
医
療
学
園
ウ
ェ
ル

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
校
長
）

　
・�

石
川
周
亨
（
全
国
中
学
校
空
手
道
連
盟

会
長
・
北
海
道
ニ
セ
コ
町
立
ニ
セ
コ
中

学
校
教
頭
）

　
・�

豊
嶋
建
広
（
麗
澤
大
学
特
任
教
授
）

　
・�

井
下
佳
織
（
麗
澤
大
学
准
教
授
）

　
・�

野
中
史
子
（
高
知
市
立
潮
江
中
学
校
主

幹
教
諭
）

　
・�
松
原
光（
松
韻
学
園
福
島
高
等
学
校
校
長
）

　
・�

佐
藤
彰
（
全
国
高
等
学
校
体
育
連
盟
空

手
道
専
門
部
・
神
奈
川
県
立
平
塚
工
科

高
等
学
校
教
諭
）

　
・�

中
村
武
志
（
群
馬
県
太
田
市
立
世
良
田

小
学
校
教
諭
）

■
研
究
協
力
者

　
・�

松
崎
和
繁
（
兵
庫
県
立
武
庫
荘
総
合
高

等
学
校
主
幹
教
諭
・
生
徒
指
導
部
長
）

　
・�

岩
本
衣
美
里
（
株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

　
・�

浅
井
一
人
（
東
京
都
立
白
鷗
高
等
学
校

附
属
中
学
校
特
別
支
援
教
室
専
門
員
）

　
・�

太
田
熊
野
（
富
山
県
立
富
山
総
合
支
援

学
校
教
諭
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

松崎研究協力者（右）による左右色違いの手袋を着用しての松崎研究協力者（右）による左右色違いの手袋を着用しての
突き・受けの練習突き・受けの練習太田研究協力者（左）と生徒が互いに礼を行う太田研究協力者（左）と生徒が互いに礼を行う
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特別寄稿　小学校武道における「空手道」導入の試み

は
じ
め
に

　
文
部
科
学
省
が
行
っ
て
い
る
「
体
力
・

運
動
能
力
調
査
」
に
よ
る
と
、
小
・
中
学

校
の
児
童
、生
徒
の
体
力
や
運
動
能
力（
走

る
力
、
投
げ
る
力
、
握
力
な
ど
）
は
、
昭

和
60
年
ご
ろ
を
境
に
、
全
年
代
に
お
い
て

低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
長
年
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文

科
省
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
を
奨
励
し

て
い
ま
す
が
、
全
国
的
な
盛
り
上
が
り
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
　

　
子
ど
も
の
体
力
や
運
動
能
力
が
低
下
し

て
い
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
運
動
時
間

と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
成
30
年

度
の
文
科
省
の
調
査
で
は
、
小
学
生
の
1

週
間
の
総
運
動
時
間
（
保
健
・
体
育
の
授

業
を
除
く
）
が
1
時
間
に
満
た
な
い
児
童

の
割
合
が
高
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
本
来
、
野

外
で
の
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
身
体

を
動
か
す
こ
と
は
大
好
き
で
す
が
、
そ
れ

が
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
で
き
な
い
状
況
で

す
。
ま
た
、
体
育
の
授
業
で
運
動
の
課
題

が
う
ま
く
こ
な
せ
ず
、
苦
手
意
識
や
意
欲

を
な
く
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ス

ポ
ー
ツ
嫌
い
の
子
ど
も
を
増
や
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
状
態

が
続
け
ば
、
日
本
人
の
体
力
や
運
動
能
力

は
世
界
の
下
位
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
真
に
健
康
で
明
る
い
社
会
を
築
く

た
め
に
幼
少
期
の
「
体
力
つ
く
り
」
や
運

動
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
真
剣
に
向
き
合

う
時
で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
子
ど
も

の
体
力
は
低
下
を
続
け
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
へ
の
悪
影
響
、
気
力
の
低
下

な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
こ
の
ま
ま
成
人
し
た

場
合
、
国
民
全
体
の
健
康
水
準
も
同
様
の

結
果
を
見
る
こ
と
に
な
り
、
生
活
習
慣
病

の
増
加
や
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
の

低
下
な
ど
、
心
身
の
健
康
に
不
安
を
抱
え

る
人
々
が
増
え
、
社
会
全
体
の
活
力
が
失

わ
れ
る
事
態
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

特別寄稿

小
学
校
武
道
に
お
け
る
「
空
手
道
」
導
入
の
試
み

　
今
年
３
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
武
道
振
興
大
会
に
お
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
手
渡
さ
れ
た
武
道
振
興
に
向
け
た

決
議
文
に
は
「
将
来
の
小
学
校
に
お
け
る
武
道
授
業
の
実
施
に
向
け
、
実
践
校
に
お
け
る
実
践
研
究
を
よ
り
積
極
的

に
展
開
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
武
道
９
種
目
の
指
導
法
研
究
を
行
い
、
準
備
を
推
進
す
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

　
本
稿
で
は
小
学
校
で
の
武
道
「
空
手
道
」
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
や
効
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
下
　
修
次

公
益
財
団
法
人
全
日
本
空
手
道
連
盟
顧
問

運
動
習
慣
の
確
立
の
た
め
に

　
小
学
校
時
代
の
運
動
体
験
が
そ
の
後
の

健
康
で
豊
か
な
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る

こ
と
は
、
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
時
期
に
専
門
的
な
指
導
を
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
運
動
能
力
が
開
発
さ
れ
、
運

動
の
仕
方
、
楽
し
み
方
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、「
生
涯
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
」

の
実
現
を
可
能
に
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
子
ど
も
に
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
の
は
社
会
の
責
任
で
す
。

　
公
益
財
団
法
人
全
日
本
空
手
道
連
盟

（
全
空
連
）
は
、
空
手
道
の
授
業
や
練
習
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5

を
通
し
て
児
童
、
生
徒
の
体
力
や
運
動
能

力
の
向
上
を
図
り
、「
礼
」
と
「
節
」
の

精
神
を
涵か
ん

養よ
う

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。「
礼
」と
は
人
を
敬
い
、

人
に
感
謝
し
、
社
会
秩
序
を
保
つ
理
念
で

あ
り
、「
節
」
と
は
善
悪
の
判
断
が
で
き
、

自
己
を
律
す
る
節
度
で
あ
り
ま
す
。
小
学

校
で
の
空
手
道
の
導
入
は
、
こ
の
精
神
を

規
範
と
し
て
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

人
間
形
成
に
至
る
大
事
な
側
面
を
し
っ
か

り
と
支
え
、
教
育
実
践
に
寄
与
す
る
も
の

で
す
。

小
学
生
で
の
武
道
必
修
化
に
向
け

た
全
空
連
の
動
き

　
令
和
元
年
３
月
６
日
の
武
道
振
興
大
会

に
お
け
る
決
議
文
を
受
け
、
全
空
連
は
学

校
武
道
推
進
委
員
を
中
心
に
、
小
学
校
に

お
け
る
武
道
必
修
化
の
実
現
を
目
指
し
、

令
和
２
年
よ
り
小
学
校
で
の
空
手
道
の
指

導
案
の
作
成
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
小
学
校
で
は
教
科
担

任
制
が
導
入
さ
れ
、
よ
り
専
門
性
の
高
い

授
業
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
時
を
同
じ
く
し
て
日
本
武
道
協
議
会

設
立
45
周
年
事
業
で
あ
る
「
少
年
少
女
武

道
指
導
書
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」の
作
成
と
も
相
ま
っ

て
、
小
学
校
武
道
「
空
手
道
」
導
入
の
試

み
の
作
業
に
弾
み
が
つ
い
た
の
で
す
。

（
学
習
指
導
案
の
一
例
を
140
〜
143
ページ
に
掲
載
）

小
学
校
武
道
「
空
手
道
」
必
修
化

に
向
け
て

◯�

日
野
市
教
育
委
員
会
学
校
課
の
取
り
組

み
　
東
京
都
日
野
市
（
教
育
委
員
会
、
企
画

部
、
産
業
ス
ポ
ー
ツ
部
）
と
日
野
市
議
会

は
、
日
野
市
空
手
道
連
盟
（
日
野
正
剛
会

長
）
に
指
導
者
を
委
託
し
、
本
年
度
か
ら

５
年
間
の
予
定
で
日
野
市
の
小
学
校
全
17

校
で
「
小
学
校
空
手
道
体
験
教
室
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
日
野
市
の
資
料
に
は
目

的
と
効
果
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

１
．
空
手
道
授
業
の
目
的

⑴�

空
手
道
体
験
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の

意
義
や
価
値
に
触
れ
る
。

⑵�

空
手
道
体
験
教
室
を
通
じ
て
、
空
手
道

は
わ
が
国
固
有
の
文
化
で
あ
る
こ
と
を

理
解
す
る
。

⑶�

日
野
市
で
は
、東
京
国
体
（
平
成
25
年
）

の
空
手
道
競
技
会
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
、
昨
年
の
東
京
五
輪
の
際
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
空
手
競
技
の
選
手
団
が
キ
ャ
ン

プ
地
と
し
て
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
空

手
道
に
親
し
み
が
あ
る
。

２
．
期
待
さ
れ
る
効
果

⑴�

日
野
市
全
体
で
空
手
道
に
対
す
る
認
識

が
向
上
す
る
。

⑵�

講
師
（
指
導
者
）
の
知
識
が
向
上
し
、

指
導
者
と
し
て
自
覚
が
増
す
。

⑶�

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
を
覚
え
、
日
野
市

の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
増
え
る
。

　
日
野
市
で
は
令
和
３
年
12
月
に
第
三
小

学
校
、
令
和
４
年
１
月
に
第
四
小
学
校
と

仲
田
小
学
校
、
同
年
２
月
に
第
一
小
学
校

と
豊
田
小
学
校
で
体
験
授
業
を
試
行
し
ま

し
た
。

　
そ
の
成
果
を
検
証
・
吟
味
し
、
令
和
４

年
度
小
学
校
空
手
道
体
験
授
業
計
画
（
５

か
年
）
を
策
定
。
本
年
度
か
ら
正
式
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

５
月
実
施
：
日
野
第
四
小
学
校
、
豊
田
小

学
校
、
東
光
寺
小
学
校
、
日
野
第
五
小

学
校
、
滝
合
小
学
校
、
夢
が
丘
小
学
校

６
月
実
施
：
日
野
第
八
小
学
校
、
七
生
緑

小
学
校

７
月
実
施
：
旭
が
丘
小
学
校
、
潤
徳
小
学

校
、
日
野
第
三
小
学
校

８
月
実
施
：
仲
田
小
学
校

９
月
実
施
：
日
野
第
一
小
学
校
、
南
平
小

学
校

10
月
実
施
：
日
野
第
六
小
学
校

11
月
実
施
：
日
野
第
七
小
学
校

12
月
実
施
：
平
山
小
学
校

空
手
道
導
入
の
効
果

　
文
科
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
積
極
的
に

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
子
ど
も
と
、
ほ
と
ん
ど

し
な
い
子
ど
も
の
二
極
化
が
こ
こ
数
年
の

間
に
顕
著
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
運

動
習
慣
の
あ
る
子
ど
も
は
体
力
水
準
が
高

く
、
運
動
に
対
す
る
意
識
も
高
い
。
身
体

を
動
か
す
こ
と
に
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を

基本の学習として突きを学習する児童たち（豊田小学校）
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特別寄稿　小学校武道における「空手道」導入の試み

礼法の学習。その成果として体育館に入る際に児童が礼をするようになった（第三小学校）

抱
い
て
い
る
の
で
、
大
人
に
な
っ
て
も
日

常
的
に
運
動
す
る
こ
と
が
予
想
で
き
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
、
運
動
習
慣
の
な
い
子

ど
も
は
体
力
水
準
が
低
い
の
で
、
運
動
へ

の
意
識
も
低
く
な
り
が
ち
で
す
。
も
と
よ

り
体
育
の
授
業
で
染
み
付
い
た
運
動
へ
の

苦
手
意
識
を
大
人
に
な
っ
て
か
ら
克
服
す

る
の
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
成
長
過
程
に
お
い
て
、
運
動
機
能
が

飛
躍
的
に
発
達
す
る
小
学
校
の
時
期
に
運

動
習
慣
を
確
立
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
小
学
校
の
体
育
の
授
業
に
「
武

道
」
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
武

道
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

は
、
伝
統
的
な
文
化
・
芸
能
を
学
ぶ
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」、
ま
た
は
特
別
な

教
科
と
し
て
の
「
道
徳
」
が
あ
り
ま
す
。

道
徳
で
は
人
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ
た
め
に

「
時
と
場
を
わ
き
ま
え
て
、
礼
儀
正
し
く

真
心
を
も
っ
て
接
す
る
」
こ
と
な
ど
を
掲

げ
、
目
標
と
し
て
「
親
切
・
思
い
や
り
」

「
感
謝
」「
礼
儀
」「
友
情
・
信
頼
」「
相
互

理
解
・
寛
容
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
ま
さ
に
武
道
指
導
に
よ
っ
て
身

に
つ
く
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
「
体
力
つ
く
り
」
を
目
標
に
し
た
時
間

で
は
体
力
の
向
上
や
運
動
の
習
慣
を
身
に

つ
け
る
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、「
総
合
学
習
」「
道
徳
」「
体
力

つ
く
り
」
の
中
で
武
道
（
空
手
道
）
を
採

用
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

授
業
に
お
け
る
「
空
手
道
」
の
優

位
性

　
小
学
校
で
の
空
手
道
授
業
導
入
の
優
位

性
は
以
下
の
よ
う
な
点
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

①�

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
３
密

を
回
避
で
き
る
た
め
、
体
育
授
業
を
回

避
す
る
こ
と
な
く
実
施
で
き
る

・�

フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
十
分
と

っ
て
授
業
が
で
き
る
。
両
手
を
広
げ
た

間
隔
で
準
備
運
動
や
基
本
動
作
、
移
動

基
本
、
形
が
展
開
で
き
る
。

・�

相
手
と
組
む
、
摑つ

か

む
と
い
う
動
作
が
な

い
。

・�

武
道
具
の
共
有
が
な
く
感
染
リ
ス
ク
に

対
す
る
教
師
（
指
導
者
）
の
ス
ト
レ
ス

が
な
い
。

・�

マ
ス
ク
を
着
け
て
の
授
業
が
可
能
で
あ

る
。（
夏
日
を
除
く
）

②
安
全
性
が
高
い

・�

空
手
道
授
業
で
は
傷
害
の
発
生
が
ほ
と

ん
ど
な
い
。
平
成
24
年
に
始
ま
っ
た
中

学
校
武
道
の
完
全
実
施
か
ら
、
授
業
中

の
事
故
な
ど
、
訴
訟
に
至
る
事
案
は
ま

っ
た
く
な
い
。

③
経
済
的
負
担
が
少
な
い

・�

専
門
施
設
（
武
道
場
）
が
必
要
な
く
体

育
館
、
ダ
ン
ス
室
や
多
目
的
室
で
実
施

で
き
る
。

・�

一
般
的
な
体
育
の
服
装
、
体
育
着
（
体

育
着
上
下
、
短
パ
ン
Ｔ
シ
ャ
ツ
）
で
授

業
が
行
え
る
。
武
道
特
有
の
道
着
や
武

具
が
必
要
な
い
た
め
、
学
校
だ
け
で
な

く
保
護
者
へ
の
経
済
的
な
負
担
が
か
か

ら
な
い
。

④
空
手
道
授
業
の
長
所

・�

狭
い
場
所
で
も
実
施
で
き
る
。

・�

運
動
量
が
多
く
児
童
・
生
徒
の
活
動
の

欲
求
を
充
足
で
き
る
。

・�

空
手
道
の
運
動
体
系
そ
の
も
の
が
調
和

の
と
れ
た
全
身
運
動
で
あ
る
。
構
え
や

基
本
動
作
に
左
・
右
が
な
く
、
全
身
に

負
荷
を
か
け
る
こ
と
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
障

害
が
発
生
し
に
く
い
。

・�

形
や
約
束
組
手
の
単
元
で
は
、
仲
間
と

話
し
合
っ
て
協
調
性
・
協
同
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

・�

創
作
形
や
創
作
組
手
、
団
体
形
の
チ
ー

ム
づ
く
り
や
隊
形
の
配
置
な
ど
、
独
創

性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。
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7

す
る
た
め
、
平
成
30
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
庁

の
委
託
事
業
と
し
て
「
武
道
等
指
導
充

実
・
資
質
向
上
支
援
事
業
学
校
訪
問
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ�

Ｄ
ｏ
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
学
校
現
場
で
の
武
道

授
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
支

援
す
る
た
め
、
五
つ
の
特
徴
を
基
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
空
手
道
授
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
「
気

づ
き
」
や
「
変
化
」
を
よ
り
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
ま
す
。

▼
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
学
校
訪
問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
令
和
３
年

度
で
終
了
し
た
た
め
、
本
年
度
か
ら
は
全

空
連
の
自
主
事
業
と
し
て
継
続
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化

に
特
化
し
た
事
業
で
し
た
が
、
全
空
連
の

自
主
事
業
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
小
学

校
や
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
で
も
空
手

道
体
験
授
業
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
東
京
五
輪
空
手
競
技
の
「
レ
ガ

シ
ー
」
の
継
続
と
発
展
を
目
的
と
し
て
、

日
本
選
手
の
活
躍
や
空
手
の
歴
史
・
礼
の

仕
方
と
意
味
を
知
り
、
空
手
競
技
の
ル
ー

ル
や
基
本
技
術
の
体
験
は
子
ど
も
た
ち
に

大
変
意
義
の
あ
る
も
の
で
す
。

３
．�

武
道
等
指
導
充
実
・
資
質
向
上�

支
援
事
業

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
委
託
事
業
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
「
武
道
等
指
導
充
実
・
資
質

向
上
支
援
事
業
」
は
、
講
習
会
の
参
加
者

を
中
学
校
の
体
育
教
員
や
授
業
協
力
者
に

絞
り
、
そ
の
養
成
、
資
質
向
上
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。（
中
学
・
高
校
の
部
活

動
指
導
者
を
除
く
）

　
全
空
連
が
こ
の
委
託
事
業
を
申
請
し
た

理
由
は
、
空
手
道
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い

る
体
育
科
教
員
養
成
大
学
が
少
な
く
、
空

手
道
の
授
業
を
実
施
で
き
る
体
育
教
員
が

十
分
に
配
置
さ
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
た
め
で
す
。
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
現

役
の
先
生
方
に
武
道
授
業
と
し
て
の
「
空

手
道
」
の
理
解
と
と
も
に
空
手
道
の
知

識
・
技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
の
が
目

的
で
す
。
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
働
き

か
け
、
体
育
科
の
教
員
研
修
会
で
の
「
空

手
道
体
験
会
」
の
開
催
に
協
力
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
令
和
４
年
７
月
に
、
青
森

県
上か
み

北き
た

地
方
中
学
校
教
育
研
究
会
の
「
保

健
体
育
部
会
夏
季
研
修
会
」
で
体
験
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

４
．
学
校
訪
問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
全
空
連
は
中
学
校
武
道
必
修
化
を
推
進

全
空
連
の
学
校
武
道
推
進
の
取
り

組
み

１
．
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会

　
日
本
武
道
館
と
全
空
連
が
主
催
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
が
後
援
し
、
小
・
中
・
高
等
学

校
の
体
育
指
導
者
お
よ
び
授
業
協
力
者
、

部
活
動
の
外
部
指
導
者
を
対
象
に
、
武
道

授
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
「
空
手
道

授
業
指
導
法
」
や
空
手
道
の
専
門
的
な
知

識
・
技
術
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
８
月
16
〜
18
日
の
日
程
で
行
い
、

参
加
者
の
旅
費
・
交
通
費
は
主
催
者
が
負

担
し
ま
す
。
募
集
定
員
は
80
名
。
最
近
の

傾
向
と
し
て
、
研
修
会
の
参
加
者
に
占
め

る
中
学
校
の
体
育
教
師
の
割
合
が
増
加
し

て
お
り
、
空
手
道
授
業
へ
の
関
心
の
高
さ

を
示
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

２
．
学
校
空
手
道
実
技
指
導
者
講
習
会

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
全
空
連
が
共
催
し
、
毎

年
２
月
に
全
国
各
地
区
を
回
っ
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
中
学
校
・
高
等
学
校
の
体
育

教
師
や
授
業
協
力
者
が
対
象
で
す
。
毎
年

40
〜
50
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
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特別寄稿　小学校武道における「空手道」導入の試み

※心を静め、粗暴な行為を防ぐなど安全面から

　も礼法を重視して指導する。

＜本時の目標＞

① 空手道の歴史や特性、体育で空手道を学習する意義を理解し、次の学習につなげる。

② 授業の進め方や、約束事項を確認し、児童が見通しを立てて学習できるようにするとともに、

安全への配慮について意識させる。

段階 学習内容と学習活動 指導上の留意点 評価基準、評価方法

①集合、整列→礼

②出欠確認、健康観察

③本時の学習内容の確認

④オリエンテーション

・授業の約束確認

・空手道の歴史と特性

⑤準備運動

・体操

・体ほぐし

▷整列させる。（４列横隊）

あいさつの後に講師の紹介。

▷空手道の運動に適した体ほぐしを行う。

【知識・理解】

空手道の歴史や特性、

礼法の重要性につい

て書き出している。

①礼法（立礼、座礼）

〈立礼〉

〈座礼〉

【指導のポイント】

（立礼）

・姿勢を正し、手は体側につける。

・視線は相手を注視してから始まり、上体を

静かに起こし、相手を注視して終わる。

（座礼）

【関心・意欲・態度】

礼儀正しい態度で関

心をもって学習に臨

み、空手道を学ぼう

とする。（観察）

〈小学校での空手道体験学習指導案：２時間〉
【第５・６学年の学習指導案】（１／２時間）

▷準備体操に加え、手首、足首、首、腰の捻転

　（ねんてん）、股関節や肩のストレッチを行う。

▷礼の意義について理解し、常に相手を尊重する

　態度をもって空手道の学習に臨むようにする。

導
入
（
15
分
）

展
開
（
25
分
）

・左座右起（さざうき）：座る時は左脚から、立

　つときは右脚から。

・背筋を伸ばし上体を傾けつつ膝の前に両手を

　同時にハの字につき、臀部（でんぶ）を浮か

　さない。

・膝の間は拳一～二つほど空ける。

・上体を静かに起こし、両手を膝の上に戻し、

　相手を注視して終わる。

・かかとをつけ、足先を60度に開く。

・静かに背筋を伸ばした状態で、上体を約30度

　前に倒す。タイミングは「１－２－３」。
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9

② 立ち方

閉足立ち

結び立ち

平行立ち

八字立ち

前屈
ぜんくつ

立ち

中段突き

基本の構え

防御の基本となる「構え」

▷「立ち方じゃんけん」を行う。

・結び立ちはグー、前屈立ちはチョキ、

平行立ち（八字立ち）はパー

・２列を作り向かい合わせる。じゃんけんの

前後に「立礼」をする。じゃんけんが終わ

ったら反時計回り（右方向へ移動）し、相

手を変える方法についても指導する。

▷突き方を指導する。

・基本的に整列隊形で行う。

・拳の握り方

・突く方の手の軌道と引く方の手の軌道

を別々に指導する。

・突く方の手と引く方の手を連動させ、

同時に動作が終わるように指導する。

・突くときも引くときも脇を締めさせる。

※受けの基本 胸の前で「×」をつくりこれが防

御の基本の構えであることを説明する。

前に出ている手で受ける（写真）

平行立ちでの下段、中段、上段の受けを行う。

・下段受け

・中段受け

・上段受け

移動基本

【技能】

攻撃技の基本動作が

できる。（観察）

〈突き〉

【関心・意欲・態度】

新しい技を習得する

喜びを味わい、空手道

を楽しもうとする。

（観察、学習ﾉｰﾄ）

【思考・判断】①

技を習得するための

課題を見つけ、練習や

試合の仕方を選択し

ている。

【思考・判断】②

仲間と協力し、自ら考

え、教え合いながら、

課題の解決に向けた

方法を見つけている。

①整理運動

②集合、整列

③礼（正座）

・体操、深呼吸

・服装を正し、整然と並ばせる。
整
理
（
５
分
）

展
開
（
25
分
）

「正中線」の指導

▷閉足立ち、結び立ち、平行立ち、外八字立ち、

　前屈立ちの五つの立ち方を指導する。

　中段突き、上段突き、左右の突きを 10 本ずつ行

う。10 本目に大きな気合をかけさせる「エイ！」。

１）基本の構えから、前屈立ち下段受けを行う。

　左・右前屈立ち下段受けを行う。

２）前屈立ち下段受けから手を中段に構え移動

　して追突き（順突き）を行う。
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10

特別寄稿　小学校武道における「空手道」導入の試み

＜本時の目標＞

① 前屈立ちでの移動基本を理解し、行うことができる。

②

③ グループを作って基本形１を行う。グループごとに発表する。

段階 学習内容と学習活動 指導上の留意点 評価規準、評価方法

①集合、整列→礼

②出欠確認、健康観察

③本時の学習内容の確認

▷整列させる。（４列横隊）

▷準備体操。

前屈立ちの移動基本を行う

①下段受け

・前屈立ちで下段受け

②上段受け

・前屈立ちで上段受け

③下段受け

・前屈立ちで下段受け

④中段突き（順突き）

⑤移動基本と方向変換

基本形１の学習

≪第１挙動≫ ≪第２挙動≫

≪第３挙動≫ ≪第４挙動≫

≪第５挙動≫ ≪第６挙動≫

≪第７挙動≫ ≪第８挙動≫

移動基本と方向変換

≪用意≫

結び立ちで「礼」をした後、左右の拳を握り

ながら、左足、右足の順番に足を開き、八字

立ちとなり拳を大腿部前に構える。

①左方に左足前屈立ちで下段受け。

④左足を３挙動目と同じ進行方向に左足を

前に出して前屈立ちで左中段順突き。

⑦左足を右足に寄せながら左足を前に出し

て左足前屈立ちで左上段受け。

⑧右足を左足に寄せながら前に出し、前屈

立ちで右上段受けを行う。「気合い」

３～５人のグループを作って基本形１の

①〜⑧までを行う。グループごとに発表す

る。

見学する際の姿勢、態度を指導する。演武

後は拍手をする。時間がない場合は列ごと、

またはクラスごとの発表とする。

【技能】

受け技の基本動作ができ

る。（観察）

【関心・意欲・態度】

新しい技を習得する喜び

を味わい、空手道を楽しも

うとする。（観察）

【思考・判断】①

技を習得するための課題

を見付け、練習や試合の仕

方を選択している。（観察）

【思考・判断】②

仲間と協力し、考え、教え

合いながら、課題の解決に

向けた方法を見つけてい

る。（観察）

①整理運動

②集合、整列

③礼（正座）

・体操、深呼吸

・服装を正し、整列させる。

整
理
（
５
分
）

展
開
（
30
分
）

導
入
（
10
分
）

▷必要に応じて空手道の運動に適した体

　ほぐしを行う

【第５・６学年の学習指導案】（２／２時間）

基本形１の学習（１挙動から８挙動まで）

②右足を１挙動目と同じ進行方向に右足を

　前に出して前屈立ちで右中段順突き。

⑥右足を左足に寄せながら右足を前に出し

　て前屈立ちで右上段受け。

・180度と90度の方向変換

基本形１の学習（１挙動～８挙動）

③時計回りに180度回転し、右下段受け。

⑤右足を軸にして反時計回りに90度回転、

　正面方向に左足を前に出して前屈立ちで

　左下段受け。

・180度の方向変換

・90度の方向変換
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＜本時の目標＞

段階 学習内容と学習活動 指導上の留意点 評価規準、評価方法

①集合、整列→礼

②出欠確認、健康観察

③本時の学習内容の確認

▷整列をさせる。（４列横隊）

≪挙動≫

入退場の方法を指導

見学の態度

＜形の練習＞

・全員で復習

・団体形チームで練習する

・形試合の実戦形式で練習する

＜入退場の方法＞

●

● ●

↑

● ● ●

基本の隊形（４人） 基本の隊形（５人）

● ● ● ●

●
● ● ● ●

【技能】

【関心・意欲・態度】

＜見学の態度＞

団体形の演武を見る

ときは体育座りまたは

安座とする（シューズ

を履いている場合もあ

り正座はきつい）。

①整理運動

②集合、整列

③礼（正座）

・体操、深呼吸

・服装を正し、整列させる。

【第５・６学年の学習指導案】（団体形の発表）

②グループを作って基本形１を行う。グループごとに発表する

整
理
（
５
分
）

展
開
（
30
分
）

導
入
（
10
分
）

①基本形１の発表（１挙動から８挙動まで）

▷準備体操、必要に応じて空手道の運動に適し

　た体ほぐしを行う。

　３人が試合線に立ち、号令者が「正面に礼」

「入場」と合図する。

　中央の選手は５歩進む。両脇の選手は３歩

進む。

※基本の隊形だけを指導し、あとは子どもたち

　の創意工夫に任せてもよい。逆三角型やスラ

　ッシュ型などの隊形が予想される。演武が終

　わったら、大きな拍手で健闘をたたえる。

　演武が終わったら、

大きな拍手で健闘をた

たえる。

どうしたら団体形の一

致性を高められるか、

上手なチームを観察し

学ぶ。（見取り稽古）
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■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
●171

「
中
学
校
武
道
授
業
必
修
化
で
生
じ
た
課
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の

か
」
を
テ
ー
マ
に
ス
タ
ー
ト
し
た
本
連
載
の
第
８
期
企
画
「
つ
ま
ず
き
を

ど
う
克
服
し
た
か
」。
約
６
年
に
わ
た
り
全
国
各
地
の
中
学
校
で
展
開
さ

れ
て
い
る
武
道
授
業
の
工
夫
や
課
題
の
克
服
を
紹
介
し
て
き
た
。

　
今
回
は
今
期
企
画
の
最
終
回
と
し
て
、
武
道
必
修
化
が
完
全
実
施
さ
れ

た
平
成
24
年
度
か
ら
空
手
道
の
授
業
を
実
施
し
て
い
る
横
浜
市
神
奈
川
区

の
捜
真
女
学
校
中
学
部
の
授
業
を
取
り
上
げ
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
私
立

女
子
校
で
あ
る
同
校
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
武
道
を
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
課
題
に
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。
本
誌
編
集
部
が
１

月
に
取
材
し
た
内
容
を
紹
介
す
る
。

　つ
ま
ず
き
を
ど
う
克
服
し
た
か
◯64

（
生
徒
の
成
長
に
必
要
な
心
身
の
「
軸
」
を
伝
え
る
空
手
道
授
業
の
探
求
）

捜そ
う

真し
ん

女
学
校
中
学
部

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯

授
業
内
容

授
業
の
工
夫
・
反
応

今
後
の
課
題
・
ま
と
め

今
後
の
課
題
・
展
望

10 11 12三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

今
後
の
武
道
授
業
に

つ
い
て

学
校
の
特
徴
と

授
業
導
入
の
経
緯

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
捜
真
女
学
校
中
学
部
・
高
等
学
部
は

ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
が
創
設
し
て
今
年

で
創
立
137
年
を
迎
え
、
高
校
か
ら
の
入

学
者
も
併
せ
た
混
合
型
の
中
高
一
貫
教

育
校
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
同
校
で
中
学
２
年
の
保
健
体

育
を
担
当
す
る
富
樫
恵
実
教
諭
は
武
道

授
業
の
導
入
当
初
の
苦
労
を
こ
う
語

る
。「
従
来
の
保
健
体
育
の
学
習
内
容

を
削
っ
て
ま
で
導
入
す
る
必
要
性
が
あ

る
の
か
と
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。
ど
の

学
期
に
ど
の
程
度
な
ら
導
入
で
き
る
の

か
、
ど
の
種
目
な
ら
実
施
で
き
る
の
か

に
つ
い
て
保
健
体
育
科
教
員
同
士
で
模

索
し
ま
し
た
」

　
最
終
的
に
導
入
の
候
補
に
挙
が
っ
た

の
は
柔
道
・
剣
道
・
空
手
道
・
合
気
道

の
４
種
目
。
こ
の
中
か
ら
空
手
道
に
至

っ
た
決
め
手
は
「
授
業
時
間
」
と
「
指

導
者
」
の
確
保
だ
っ
た
。「
実
施
時
間

は
中
学
１
・
２
年
生
と
も
に
４
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
用
具
の
準
備
や
着
替

え
に
割
け
る
時
間
が
少
な
い
の
で
、
空

手
道
な
ら
体
操
着
で
も
実
施
可
能
な
う

え
、
畳
を
敷
く
な
ど
の
手
間
も
な
い
た

め
、
短
い
時
間
で
も
実
施
で
き
る
と
思

い
ま
し
た
。
幸
い
、
本
校
に
は
以
前
か
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて●171

逆
方
向
に
突
く
動
作
の
練
習
を
順
番
に

行
っ
た
。
ゲ
ー
ム
性
の
あ
る
動
き
に
、

向
く
方
を
間
違
え
た
り
す
る
と
生
徒
か

ら
も
自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。

　
次
に
、
東
京
五
輪
女
子
形
の
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
、
清
水
希
容
選
手
の
演
武
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
し
出
し
、
全
員
で

視
聴
し
た
。
深
谷
講
師
は
映
像
を
流
し

て
い
る
間
、
生
徒
が
演
武
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
形
の
意
味
な
ど
を
解
説
。
生

徒
た
ち
は
演
武
の
迫
力
に
「
す
ご
い
」

と
感
嘆
の
声
を
上
げ
た
。

②
そ
の
場
で
の
突
き
〜
蹴
り
の
練
習

　
動
画
視
聴
後
は
実
際
に
動
き
の
練
習

に
移
っ
た
。
ま
ず
、
前
屈
立
ち
を
確
認

し
、
中
段
突
き
・
上
段
あ
げ
受
け
・
下

段
受
け
の
練
習
を
行
っ
た
。
深
谷
講
師

は
突
き
・
受
け
の
動
作
が
正
し
く
行
え

る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
で
腕

の
動
き
を
示
範
し
な
が
ら
指
導
。

　
気
合
い
（
声
出
し
）
は
本
年
度
か
ら

再
開
し
た
た
め
、
生
徒
た
ち
に
し
っ
か

り
と
声
を
出
す
よ
う
に
指
示
し
た
。
ま

た
、
技
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
気
を
抜
か

ず
、「
残
心
」
を
取
る
こ
と
を
伝
え
た
。

　
続
い
て
蹴
り
の
学
習
を
行
っ
た
。
深

谷
講
師
は
①
膝
を
素
早
く
水す
い

月げ
つ

（
み
ぞ

ら
空
手
道
部
が
あ
り
、
部
活
動
の
外
部

講
師
に
指
導
を
頼
め
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
」

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯

授
業
内
容

授
業
の
工
夫
・
反
応

今
後
の
課
題
・
ま
と
め

今
後
の
課
題
・
展
望

10 11 12三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

今
後
の
武
道
授
業
に

つ
い
て

学
校
の
特
徴
と

授
業
導
入
の
経
緯

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
令
和
４
年
度
の
空
手
道
授
業
は
中
学

１
・
２
年
生
と
も
に
年
間
４
時
間
。
本

誌
編
集
部
は
今
年
１
月
下
旬
、
中
学
１

年
と
２
年
の
２
時
間
目
と
３
時
間
目
の

授
業
を
取
材
し
た
。
授
業
を
実
施
す
る

の
は
空
手
道
部
の
指
導
を
行
っ
て
い
る

深
谷
俊
子
講
師
。
深
谷
講
師
は
平
成
30

年
か
ら
外
部
指
導
者
と
し
て
空
手
道
授

業
を
担
当
し
て
い
る
。
空
手
道
の
授
業

は
裸
足
で
実
施
す
る
た
め
、
冷
暖
房
が

完
備
さ
れ
て
い
る
校
舎
内
の
小
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
２
時
間
目
の

内
容
を
紹
介
す
る
。

▼
中
学
１
年
（
Ａ
組
）

①
準
備
運
動
〜
動
画
視
聴

　
準
備
運
動
の
あ
と
、
突
き
の
練
習
を

行
っ
た
。
こ
こ
で
は
空
手
道
特
有
の
視

線
の
動
き
と
動
作
を
学
習
す
る
た
め
に

深
谷
講
師
と
同
じ
方
向
に
突
く
動
作
→

１年生 ２年生

１
時
間
目

▶用語の確認、順突き・逆突きの解説
▶�蹴りの解説（初めて学習するため丁寧に
解説する）

▶順突き・逆突きの解説、蹴り、移動基本
▶回転移動を含めた動き

２
時
間
目

▶動画視聴、受け・突き・蹴りの練習
▶移動基本の練習
▶重心の置き方の確認、突きの復習

▶動画視聴
▶�順突き・逆突きの練習、蹴り、突き +蹴りの練
習、重心の置き方の確認

▶約束組手
▶基本形１・２の学習

３
時
間
目

▶�その場突きの練習、上段あげ受け・下段
受け、足捌きの練習、突きと蹴りの組み
合わせ技、基本組手、移動基本

▶�順突き・逆突きの練習、上段あげ受け・下段受
け +蹴りを組み合わせての移動基本、基本形１
の復習・基本形２の練習

４
時
間
目

▶テスト（座礼、その場突き、移動基本） ▶テスト（座礼、その場突き、基本形２）

◯令和４年度武道授業（空手道）の学習内容（中学１・２年生）
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い
、
そ
の
後
に
再
度
突
き
を
復
習
。
１

年
生
と
同
様
、
こ
の
演
習
を
実
践
し
た

こ
と
で
突
き
の
姿
勢
が
し
っ
か
り
と
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
空
手
道
本
来
の
鋭

い
突
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒

も
い
た
。

③
約
束
組
手

　
２
人
一
組
で
相
手
を
替
え
て
の
約
束

組
手
（
攻
撃
技
と
防
御
技
を
限
定
し
て

行
う
練
習
）
を
実
施
し
た
。
攻
撃
側
は

上
・
中
・
下
段
の
突
き
を
行
い
、
防
御

側
は
そ
れ
に
対
す
る
防
御
を
行
う
。
深

谷
講
師
は
相
手
に
対
す
る
立
礼
を
し
っ

か
り
行
う
こ
と
、
ペ
ア
の
学
習
に
な
っ

て
も
重
心
の
重
要
性
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
適
宜
指
示
を
出
し
て
い
た
。

④
基
本
形
１
・
２
の
学
習

　
ま
ず
、
基
本
形
１
の
足
捌さ
ば

き
を
学
習

し
た
。
こ
こ
で
は
向
き
を
反
転
あ
る
い

は
回
転
す
る
よ
う
な
複
雑
な
動
き
が
あ

る
た
め
、
深
谷
講
師
は
ど
の
向
き
に
な

る
か
を
角
度
で
指
示
し
た
（
90
度
、
180

度
、270
度
）。
ま
た
、縦
の
移
動（
180
度
）

の
場
合
は
左
脚
、
横
の
移
動
（
90
度
・

270
度
）
の
場
合
は
右
脚
が
そ
れ
ぞ
れ
軸

足
に
な
る
こ
と
を
常
に
呼
び
か
け
た
。

深谷講師（左端）と逆方向に突く動作の練習。ゲーム感覚で
行うことができ、生徒から笑みがこぼれた（１年生）

置
く
よ
う
に
指
示
。
そ
の
状
態
で
再
度

生
徒
を
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
と
簡
単

に
は
持
ち
上
が
ら
な
い
こ
と
を
示
し

た
。
こ
れ
は
突
き
や
蹴
り
の
際
に
必
要

な
重
心
へ
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
生
徒
同
士
で

ペ
ア
に
な
っ
て
学
習
を
実
施
。
生
徒
は

こ
れ
ま
で
の
真
剣
な
雰
囲
気
と
は
異
な

り
楽
し
げ
に
演
習
を
行
っ
た
。

　
最
後
に
こ
の
日
の
復
習
と
し
て
学
習

内
容
を
一
通
り
振
り
返
っ
た
。
重
心
に

つ
い
て
の
学
習
を
行
っ
た
こ
と
で
姿
勢

が
初
め
て
学
習
し
た
時
よ
り
も
良
く
な

っ
て
い
た
生
徒
も
い
た
。

▼
中
学
２
年
（
Ｂ
組
）

①
準
備
運
動
〜
団
体
形
の
視
聴

　
２
年
生
も
１
年
生
と
同
様
に
準
備
運

動
、
突
き
の
動
作
確
認
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
動
画
で
は
３
人
制
の
団
体
形
を

視
聴
し
、
形
の
内
容
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
。

②
突
き
〜
重
心
の
置
き
方
の
演
習

　
突
き
の
練
習
で
は
順
突
き
、
逆
突

き
、
突
き
と
蹴
り
を
組
み
合
わ
せ
た
移

動
基
本
を
行
っ
た
。
ま
た
、
重
心
の
置

き
方
は
１
年
生
と
同
様
の
演
習
を
行

お
ち
）
ま
で
持
ち
上
げ
、
そ
こ
か
ら
は

自
分
の
正せ
い

中ち
ゅ

線う
せ
ん（
身
体
の
中
心
を
通
る

線
）
前
に
ま
っ
す
ぐ
足
を
蹴
り
上
げ
る

こ
と
、
②
軸
足
に
体
重
を
乗
せ
、
蹴
る

と
き
に
状
態
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
、
③

ス
ナ
ッ
プ
を
利
か
せ
て
蹴
り
上
げ
る
こ

と
、
な
ど
を
助
言
し
た
。

③�

移
動
基
本
の
練
習
〜
立
ち
方
の
意
識

確
認

　
続
い
て
前
に
進
ん
で
突
き
・
蹴
り
を

行
う「
移
動
基
本
」の
練
習
を
行
っ
た
。

深
谷
講
師
は
体
の
軸
を
ま
っ
す
ぐ
に
し

た
ま
ま
音
を
立
て
ず
、
す
り
足
で
移
動

す
る
よ
う
に
指
導
。
生
徒
た
ち
は
慣
れ

な
い
動
き
に
最
初
は
戸
惑
い
つ
つ
も
、

深
谷
講
師
の
助
言
に
従
い
、
少
し
ず
つ

動
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④�

重
心
（
体
の
軸
）
の
置
き
方
に
つ
い

て
〜
突
き
の
復
習

　
授
業
の
終
盤
に
は
重
心
の
置
き
方
に

つ
い
て
の
演
習
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
手

本
と
し
て
、
深
谷
講
師
は
生
徒
１
人
を

後
ろ
か
ら
抱
え
持
ち
上
げ
た
。
力
が
抜

け
た
状
態
の
生
徒
は
簡
単
に
持
ち
上
が

っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
深
谷
講
師
は

生
徒
に
足
に
力
を
入
れ
て
重
心
を
下
に

全員でその場で突く練習（１年生）
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて●171

移動基本の練習（１年生）

約束組手（２年生）

足
運
び
の
学
習
後
に
は
突
き
を
加
え
て

基
本
形
１
を
一
通
り
実
践
し
た
。

　
そ
の
後
、
基
本
形
１
に
蹴
り
を
加
え

た
基
本
形
２
の
学
習
に
入
っ
た
。
生
徒

た
ち
は
複
雑
な
足
運
び
や
動
き
に
苦
戦

し
な
が
ら
も
果
敢
に
技
の
習
得
に
励
ん

で
い
た
。
深
谷
講
師
は
、
前
進
す
る
際

に
は
正
中
線
を
意
識
す
る
こ
と
、
間
違

え
て
も
途
中
で
や
め
ず
に
堂
々
と
演
武

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯

授
業
内
容

授
業
の
工
夫
・
反
応

今
後
の
課
題
・
ま
と
め

今
後
の
課
題
・
展
望

10 11 12三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

今
後
の
武
道
授
業
に

つ
い
て

学
校
の
特
徴
と

授
業
導
入
の
経
緯

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
深
谷
講
師
は
空
手
道
の
授
業
を
平
成

30
年
か
ら
担
当
し
て
い
る
が
、
当
初
は

不
安
が
あ
っ
た
。「
前
任
者
で
あ
る
師

匠
の
先
生
か
ら
授
業
を
引
き
継
ぎ
、
責

任
重
大
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
４
時

間
と
い
う
短
い
中
で
空
手
の
何
を
教
え

た
ら
い
い
の
か
、
本
質
を
教
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま

し
た
。
考
え
て
い
く
う
ち
に
、
技
の
全

て
を
最
大
限
伝
え
よ
う
と
す
る
と
、
逆

に
伝
わ
ら
な
い
と
感
じ
、
中
学
生
が
楽

し
め
る
こ
と
、
そ
し
て
楽
し
む
中
に
も

空
手
道
の
本
質
を
伝
え
ら
れ
る
授
業
に

基本形２の練習（２年生）

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
生
徒
が
楽
し
み
な
が
ら
空
手
道
の
本

質
を
理
解
で
き
る
授
業
は
、
武
道
授
業

を
実
践
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
考
え

方
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
授
業
の

実
現
の
た
め
、
深
谷
講
師
は
以
下
の
よ

う
な
工
夫
に
至
っ
た
。「
通
常
の
稽
古

と
授
業
で
は
内
容
が
異
な
る
た
め
、
全

空
連
が
発
行
し
て
い
る
教
本
を
読
み
込

み
、
空
手
道
を
知
ら
な
い
生
徒
に
ど
の

よ
う
に
動
き
を
伝
え
る
べ
き
か
を
考
え

ま
し
た
。
ま
た
、
活
発
な
生
徒
が
多
い

ク
ラ
ス
は
体
を
動
か
す
こ
と
を
多
く
取

り
入
れ
る
な
ど
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
に

よ
っ
て
教
え
方
を
変
え
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
専
門
用
語
に
関
し
て
授
業

を
担
当
し
始
め
た
当
初
は
口
頭
で
説
明

を
す
る
の
み
で
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
に
な
っ
て
先
生
方
か
ら
リ
モ
ー
ト
授

業
に
な
る
と
言
わ
れ
た
時
に
、
空
手
道

の
専
門
用
語
の
意
味
や
成
り
立
ち
を
説

明
す
る
こ
と
で
生
徒
も
理
解
し
や
す
く

な
る
の
で
は
と
考
え
、
文
字
に
書
い
て

示
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
は

拙
い
な
が
ら
絵
を
描
く
よ
う
な
工
夫
も

行
っ
て
い
ま
す
」

　
深
谷
講
師
の
授
業
で
は
他
に
も
大
き

な
工
夫
が
見
ら
れ
た
。
一
つ
は
「
生
徒

重心の置き方の練習
（左・生徒による実践、右・深谷講師による手本）
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の
で
、
左
右
ど
ち
ら
に
動
く
か
指
示
し

て
ほ
し
い
」
と
要
望
す
る
と
、
深
谷
講

師
は
す
ぐ
に
左
右
の
動
き
を
説
明
に
組

み
込
む
対
応
を
と
っ
た
。
生
徒
が
抱
い

た
疑
問
や
悩
み
の
本
質
を
理
解
し
て
い

な
い
と
臨
機
応
変
に
対
処
す
る
こ
と
は

と
で
生
徒
も
気
を
引
き
締
め
て
授
業
を

受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
甘
え
る
よ
う

な
仕
草
が
少
な
く
な
り
、
生
徒
の
成
長

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
武
道
な
ら
で
は
の
礼
儀
を
学
ぶ
よ

い
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

学
習
内
容
は
深
谷
講
師
が
主
導
し
て
作

成
し
て
い
ま
す
が
、
生
徒
を
整
列
さ
せ

た
り
、
動
き
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
は
教
員

が
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
動
き
の

習
得
で
は
私
も
生
徒
と
同
じ
動
き
を
し

ま
す
。
生
徒
と
一
緒
に
や
る
こ
と
で
生

徒
の
手
助
け
に
も
な
る
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
生
徒
だ
け
で
な
く
教
員
も
学
ぶ

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
私
も
楽
し

く
授
業
に
参
加
し
て
お
り
、
今
は
空
手

を
導
入
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
」

▼
中
山
謙
一
学
校
長
の
話

「
体
育
の
授
業
を
外
部
講
師
が
担
当

し
、
通
常
の
授
業
と
全
く
違
う
角
度
か

ら
生
徒
に
接
し
て
く
れ
る
の
で
、
授
業

は
４
回
と
い
う
短
い
時
間
で
す
が
、
大

き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
武
道
は
西
洋

由
来
の
ス
ポ
ー
ツ
と
は
異
っ
た
部
分
が

あ
り
ま
す
が
、
体
の
使
い
方
や
精
神
的

な
部
分
で
は
活
用
で
き
る
場
面
も
多
く

か
ら
の
要
望
に
対
す
る
向
き
合
い
方
」

で
あ
る
。
２
年
生
の
３
時
間
目
の
授
業

で
基
本
形
２
の
学
習
を
行
っ
て
い
た
際

に
足
運
び
が
上う

手ま

く
で
き
ず
、
つ
ま
ず

い
て
い
る
生
徒
が
い
た
。
そ
の
生
徒
が

「
足
運
び
は
角
度
で
は
わ
か
り
づ
ら
い

空手道の専門用語や成り立ちを説明するために深谷講師が作成した資料

難
し
い
。
深
谷
講
師
の
対
応
力
の
高
さ

と
姿
勢
か
ら
は
空
手
道
授
業
に
対
す
る

研
究
力
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　
二
つ
目
は
ど
の
よ
う
な
時
で
も
体
の

「
軸
」
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
深
谷
講
師
は
次
の
よ
う
に
語

る
。「
生
徒
に
よ
く
伝
え
る
言
葉
が
正

中
線
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

『
軸
』
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
が
で
き
て
い
れ
ば
ど
ん
な
技
で
も
後

か
ら
つ
い
て
く
る
し
、
武
道
だ
け
で
な

く
人
生
の
中
で
も
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
誰
に
も
負
け
な
い
よ
う
な
（
心

身
の
）
軸
が
あ
れ
ば
、
く
じ
け
ず
前
に

進
ん
で
い
け
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て

い
ま
す
。
中
学
生
は
多
感
な
時
期
で
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
表
面
的
に
は
元
気

で
も
、
内
面
に
弱
い
も
の
を
抱
え
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
軸
を
持

っ
て
い
れ
ば
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
け

る
と
い
う
こ
と
を
何
度
も
授
業
で
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
深
谷
教
諭
の
こ
れ
ま
で
の
授
業
に
対

す
る
細
か
な
工
夫
は
生
徒
だ
け
で
な
く

保
健
体
育
課
教
員
に
も
影
響
を
与
え
て

い
る
。

▼
富
樫
恵
実
教
諭
の
話

「
外
部
の
方
が
指
導
し
て
く
だ
さ
る
こ

ブック 1.indb   16ブック 1.indb   16 2024/08/13   22:552024/08/13   22:55



17

シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて●171

札 幌 本 社／札幌市中央区北６条西22丁目２番７号東実ビル　　TEL（011）612-1911（代）
東 京 支 店／東京都新宿区西新宿１丁目26番２号新宿野村ビル　TEL（03）3345-0531
営　業　所／函館・室蘭・苫小牧・千歳・恵庭・小樽・余市・岩内・石狩・岩見沢・旭川
　　　　　　士別・富良野・帯広・北見・釧路・深川
海 外 事 業／東洋実業シンガポールPTE. LTD.／東洋セキュリティ＆ビルディング・マネジメント
　　　　　　（香港） LTD.

　
空
手
道
に
対
す
る
理
解
だ
け
で
な

く
、
武
道
の
本
質
や
生
徒
の
課
題
解

決
・
成
長
を
考
え
た
授
業
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
そ
れ
は
武
道
授
業
を
し
て
い
く
中

で
重
要
な
要
素
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
授
業
を
導
入
す
る
上
で
の
課
題
」

「
授
業
で
技
を
教
え
る
際
の
課
題
」「
生

徒
が
武
道
授
業
を
理
解
す
る
上
で
の
課

題
」
な
ど
、
授
業
で
は
数
々
の
課
題
が

生
じ
る
。
そ
し
て
課
題
は
学
校
の
組
織

体
制
や
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
新
た
に
現

れ
た
り
、
変
化
し
て
い
く
。
捜
真
女
学

校
の
空
手
道
授
業
で
も
こ
れ
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
き
た
。
そ
う
し

た
中
で
、
生
徒
の
成
長
を
考
え
、
教

え
方
に
つ
い
て
常
に
探
求
す
る
深
谷
講

師
の
姿
勢
が
課
題
克
服
に
も
つ
な
が
っ

て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
、「
生
徒
が
武
道
授
業
を

通
じ
て
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
ど
う
し
た
ら
武
道
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
の
か
」
と
い
う
本
質
的
な

部
分
を
常
に
根
底
に
置
く
こ
と
が
重
要

で
は
な
い
か
と
、
第
８
期
を
振
り
返
っ

た
今
、
感
じ
て
い
る
。

（
編
集
部
・
和
久
田
侑
里
）

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
講

師
で
あ
る
こ
と
も
程
よ
い
距
離
感
で
授

業
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

生
徒
が
普
段
、
接
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
日
本
の
武
道
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯

授
業
内
容

授
業
の
工
夫
・
反
応

今
後
の
課
題
・
ま
と
め

今
後
の
課
題
・
展
望

10 11 12三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

今
後
の
武
道
授
業
に

つ
い
て

学
校
の
特
徴
と

授
業
導
入
の
経
緯

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
今
後
の
授
業
の
課
題
と
し
て
深
谷
講

師
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

「
授
業
で
初
め
て
空
手
道
を
学
習
す
る

生
徒
に
対
し
て
ど
う
す
れ
ば
今
よ
り
上

手
く
空
手
道
を
伝
え
て
い
け
る
の
か
を

今
も
模
索
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
空
手

道
授
業
を
担
当
す
る
他
の
教
師
や
外
部

講
師
の
授
業
な
ど
も
見
て
勉
強
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
授
業
中
の
私
は
ど
う
し

て
も
目
立
つ
生
徒
に
目
が
行
っ
て
し
ま

い
、
全
体
的
に
行
き
届
い
て
い
な
い
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
部
分

は
担
当
の
先
生
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
ク
ラ
ス
全

体
に
目
が
届
く
よ
う
に
工
夫
し
た
い
で

す
」
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■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
●174

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯

高
知
県
の
取
組

ま
と
め

10 11 12三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

学
校
教
育
に
お
け
る
学
校
武

道
の
空
手
道
授
業
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
の

柔
道
授
業

こ
れ
か
ら
の
武
道
授

業
の
充
実
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
の
授
業

展
開
に
つ
い
て

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

⑴
武
道
必
修
化
を
受
け
て

　
平
成
24
年
度
以
降
、
学
習
指
導
要
領

「
保
健
体
育
」
で
は
、「
武
道
の
領
域
は
、

第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
に
お
い
て
す

べ
て
の
生
徒
に
履
修
さ
せ
る
こ
と
」
と

示
さ
れ
、
事
実
上
の
必
修
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
当
時
の
学
習
指
導
要
領
解
説

で
は
「
柔
道
、
剣
道
又
は
相
撲
の
う
ち

か
ら
１
種
目
を
選
択
し
て
履
修
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
」
を
原
則
と
し
て
、

「
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
履
修

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
な
ぎ
な
た
な

ど
の
そ
の
他
の
武
道
」
と
示
さ
れ
て
い

た
た
め
、
空
手
道
を
授
業
種
目
に
採
用

す
る
こ
と
は
現
場
に
と
っ
て
か
な
り
の

難
し
さ
を
感
じ
た
。し
か
し
、「
安
全
面
」

や
「
施
設
面
」「
家
庭
の
経
済
的
負
担
」

な
ど
を
考
え
る
と
、
空
手
道
授
業
は
優

れ
て
い
る
と
確
信
し
、
普
及
活
動
を
続

け
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
124
校
か
ら
始
ま
っ
た
空

手
道
授
業
実
施
校
は
、
次
期
学
習
指
導

要
領
改
訂
の
29
年
度
ま
で
に
250
校
を
超

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
の
空
手

道
授
業
の
内
容
は
、
学
習
指
導
要
領
に

　
平
成
24
年
度
か
ら
必
修
と
な
っ
た
中
学
校
保
健
体
育
科
に
お
け
る
武
道
授

業
が
始
ま
っ
て
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
に
、
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
が
あ
り
、
指
導
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
の
協
議
を
こ
れ

ま
で
に
日
本
武
道
館
と
全
日
本
空
手
道
連
盟
の
も
と
で
行
っ
て
き
た
。
当
時

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
武
道
授
業
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
考
え

て
い
き
た
い
。

　―
―
「
今
」
の
時
代
の
武
道
授
業
を
追
い
求
め
て
―
―
③

　
　（空
手
道
授
業
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
）

高
知
市
立
潮
江
中
学
校
　
主
幹
教
諭
　
野
中
史
子
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沿
っ
て
、「
基
本
動
作
や
基
本
と
な
る

技
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
形

を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
を
し
、
効

果
的
、
継
続
的
な
学
習
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
」
と
い
う
観
点
で
、
基
本
動
作

を
取
り
入
れ
た
「
基
本
形
」
の
習
得
が

で
き
る
よ
う
な
授
業
計
画
を
柱
と
し
て

い
た
（
資
料
１
）。

⑵�

新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
る
学

校
武
道
の
充
実

　
令
和
３
年
度
か
ら
全
面
実
施
と
な
っ

た
現
行
の
学
習
指
導
要
領
解
説
に
お
い

て
は
、「
武
道
に
つ
い
て
は
、
柔
道
、

剣
道
、
相
撲
、
空
手
道
、
な
ぎ
な
た
、

弓
道
、
合
気
道
、
少
林
寺
拳
法
、
銃
剣

道
な
ど
を
通
し
て
、
我
が
国
固
有
の
伝

統
と
文
化
に
よ
り
一
層
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」と
示
さ
れ
、

柔
道
、
剣
道
、
相
撲
に
加
え
て
履
修
さ

せ
た
り
、
替
え
て
履
修
さ
せ
る
場
合
の

具
体
的
な
要
件
も
示
さ
れ
、
空
手
道
授

業
を
採
用
し
や
す
く
な
っ
た
。
空
手
道

授
業
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
に
、
そ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
個
人
・
団
体
形
と

簡
易
な
約
束
組
手
の
授
業
に
加
え
、
創

作
組
手
な
ど
新
た
な
教
材
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

資料１　指導と評価の計画　　領域：「武道」　　単元：「空手道」(1 学年）【12時間】

時
数 学習のねらいおよび学習活動

学習における具体の評価規準・評価方法

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

１ 学習 1
オリエンテーション
・空手道の学習の仕方や練習方法を学ぶ。
・空手道に対する興味 • 関心を高める。学習
学習活動
・�学習ノート、授業の流れ、約束事項の説
明

・空手道の歴史や特性の学習
【技能の内容】
　�礼法、立ち方、進退動作、�
体ほぐしの運動

①
礼儀正しい態度で関心
をもって学習に臨み、
空手道を学ぼうとす
る。
（観察）

①
空手道の歴史や特性、
礼法の重要性について
書き出している。
（学習ノート）

２
　
３
　
４
　
５
　
６

学習 2
空手道に必要な基本動作と技を身に付けて楽
しむ
・空手道に必要な基本動作を身に付ける。
・�繰り返しの回数が多くならないようにし、2
人組で動きに変化をつける。

・段階を追って技能を高める。
・�受け技・攻撃技と基本動作を関連付けて身
に付ける。

学習活動
・�個人技能を高める練習、相対での練習
【技能の内容】
　�単独→相対での受け技と基本動作、攻撃
技と基本動作、体ほぐしの運動

②
新しい技を習得する喜
びを味わい、空手道を
楽しもうとする。
（観察、学習ノート）

①
技を習得するための課
題を見付け、練習や試
合の仕方を選択してい
る。
（観察、学習ノート）

①
受け技と関連する基本
動作ができる。
（観察）
②
攻撃技と関連する基本
動作ができる。
（観察）
③
基本となる技を施すこ
とができる。
（観察）

②
基本動作の重要性と方
法について言ったり書
き出したりしている。
（観察、学習ノート）
③
基本となる技の名称を
あげている。
（観察、学習ノート）

７
　
８
　
９
　
10
　
11

学習 3
身に付けた技能を用いて、個人形を工夫して
楽しむ
・段階を追って技能を高める。
・�3 人～ 5人組による練習、見取り稽古により
課題を確認し、練習方法を工夫する。

・�空手道の実際の動きに必要な新しい技能を
身に付ける。

学習活動
・�個人技能を高める練習、3人～ 5人組で
の練習

【技能の内容】
　自由練習・簡易の試合、体ほぐしの運動

②
新しい技を習得する喜
びを味わい、空手道を
楽しもうとする。
（観察、学習ノート）
③
練習や簡易な試合にお
いて、ルールや禁止事
項を守り、自他の安全
に留意して行動しよう
とする。
（観察、学習ノート）

②
仲間と協力し、考え、
教えあいながら、課題
の解決に向けた方法を
見付けている。
（観察、学習ノート）
③
形の演武を通して自
分の課題を発見してい
る。
（観察、学習ノート）

③
基本となる技を施すこ
とができる。
（観察）

③
基本となる技の名称を
あげている。
（観察、学習ノート）
④
簡易な試合での試合方
法やルールについて言
ったり書き出したりし
ている。
（観察、学習ノート）

12 まとめ
学習のまとめ
・�個人形の発表会を通して技のポイントと自
分の課題を整理し、技術的な理解を深める。

・�個人ノートの記録をもとに、学習を振り返
り、まとめをする。

①
礼儀正しい態度で関心
をもって学習に臨み、
空手道を学ぼうとす
る。
（観察、学習ノート）

③
基本となる技を施すこ
とができる。
（観察）

①
空手道の歴史や特性、
礼法の重要性について
書き出している。
（学習ノート）
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯

高
知
県
の
取
組

ま
と
め

10 11 12三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

学
校
教
育
に
お
け
る
学
校
武

道
の
空
手
道
授
業
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
の

柔
道
授
業

こ
れ
か
ら
の
武
道
授

業
の
充
実
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
の
授
業

展
開
に
つ
い
て

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

⑴�

武
道
必
修
化
に
向
け
た
授
業
の
取
組

と
指
導
者
の
養
成

　
平
成
24
年
度
の
必
修
化
を
控
え
、
高

知
県
で
は
そ
の
２
年
前
の
22
年
４
月
に

高
知
市
内
の
公
立
中
学
校
で
初
め
て
の

空
手
道
授
業
を
行
っ
た
。

　
筆
者
自
身
も
空
手
道
場
で
の
指
導
や

部
活
動
指
導
の
経
験
は
あ
っ
た
が
、
授

業
で
空
手
道
を
教
え
る
と
い
う
未
知
の

こ
と
に
保
健
体
育
科
教
員
と
丁
寧
に
計

健
体
育
教
員
を
対
象
に
「
空
手
道
実
技

講
習
会
」（
写
真
１
）
を
行
っ
た
。
参

加
し
た
教
員
の
中
に
は
、「
空
手
道
の

授
業
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
、
強
い
関

心
を
示
し
て
く
れ
た
方
々
が
大
勢
い
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
当
時
の
課
題
と

し
て
「
専
門
性
が
必
要
な
た
め
、
初
心

者
で
も
指
導
が
で
き
る
計
画
や
視
聴
覚

教
材
が
あ
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
指
導
と
評
価
規

準
を
示
し
た
単
元
計
画
や
効
果
的
な
視

聴
覚
教
材
が
充
実
し
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
時
以
降
、
毎
年
夏
に
行
わ
れ
る

「
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
」（
日
本

武
道
館
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
の
共

写真２　体育祭での集団形演武

写真１　空手道未経験の教員が対象の空手道実技講習会

催
）
へ
の
参
加
希
望
の
問
い
合
わ
せ
が

増
え
た
。

⑵
現
在
の
空
手
道
授
業
の
実
践
例

　
高
知
市
西
部
に
あ
る
県
立
高
知
国
際

中
学
校
で
は
、
空
手
道
授
業
に
加
え
、

体
育
祭
で
集
団
形
演
武
に
取
り
組
ん
で

い
る
（
写
真
２
）。

　
同
校
が
空
手
道
を
導
入
し
た
き
っ
か

け
は
、
管
理
職
の
理
解
の
も
と
令
和
元

年
に
県
教
育
委
員
会
か
ら
「
武
道
指
導

推
進
事
業
」
を
受
け
、
授
業
協
力
者
と

と
も
に
、
空
手
道
の
授
業
を
行
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
指
導
に
あ
た
る
保
健
体
育

教
員
が
、
空
手
道
の
経
験
者
で
も
あ

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
空
手
道
授
業
を
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
武
道
を
楽
し
く
学
習
で
き
た

割
合
が
事
前
と
事
後
で
58
％
か
ら
64
％

に
上
昇
し
た
。

　
同
校
で
は
、「
単
元
計
画
」（
資
料
２
）

と
「
技
能
評
価
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
評

価
基
準
を
、
観
点
と
尺
度
か
ら
な
る
表

と
し
て
示
し
た
も
の
）」（
資
料
３
）
を

工
夫
し
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図

っ
て
い
る
。
ま
た
、
武
道
と
ダ
ン
ス
領

域
を
融
合
さ
せ
、「
Ｍ
Ｙ
Ｐ
単
元
プ
ラ

ン
ナ
ー
」（
資
料
４
・５
）の
作
成
を
し
、

画
を
練
っ
た
。
当
時
は
、
全
日
本
空
手

道
連
盟
の
中
学
校
武
道
手
引
き
作
成
委

員
会
で
作
成
し
た
『
指
導
と
評
価
の
計

画
』
を
参
考
に
授
業
づ
く
り
を
し
た
。

生
徒
も
空
手
道
と
い
う
武
道
に
初
め
て

触
れ
る
中
で
、
授
業
前
の
「
こ
わ
い
」

「
痛
そ
う
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、「
か

っ
こ
い
い
」「
次
の
授
業
が
楽
し
み
」

な
ど
と
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
に
変
化
し

た
。
ま
た
、
授
業
後
に
は
生
徒
が
自
ら

挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
言
葉
遣

い
や
礼
儀
も
よ
く
な
っ
た
と
他
の
教
員

か
ら
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
同
年
８
月
に

は
「
高
知
市
教
育
研
究
会
保
健
体
育
部

会
」
で
空
手
道
経
験
の
な
い
中
学
校
保

写真３　実際の空手道
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて

資料２　武道　空手道単元計画

親
し
み
や
す
い
授
業
を
展
開
し
て
い
る

（
写
真
３
）。

　
空
手
道
授
業
を
導
入
し
て
よ
か
っ
た

点
は
、
礼
儀
や
思
い
や
り
が
身
に
つ
く

こ
と
と
、『
空
手
道
指
導
の
手
引
き
』

（
日
本
武
道
館
・
全
日
本
空
手
道
連
盟

発
行
）
の
評
価
規
準
が
分
か
り
や
す
い

こ
と
、
形
の
動
き
が
簡
単
で
取
り
組
み

や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
体
育
祭

は
、
隔
年
で
の
開
催
の
た
め
、
今
年
度

の
授
業
は
冬
季
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯

高
知
県
の
取
組

ま
と
め

10 11 12三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

学
校
教
育
に
お
け
る
学
校
武

道
の
空
手
道
授
業
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
の

柔
道
授
業

こ
れ
か
ら
の
武
道
授

業
の
充
実
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
の
授
業

展
開
に
つ
い
て

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
中
学
校
体
育
に
武
道
授
業
が
採
用
さ

れ
て
以
降
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
の
武

道
推
進
委
員
と
し
て
、
空
手
道
の
授
業

づ
く
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
、
空
手
道
の
教
育
的
価
値
や
今
後
の

可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
が
大
変
多
い
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
採
用
や
部
活
動

地
域
移
行
に
よ
っ
て
、
現
在
は
身
近
に

空
手
道
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

が
整
っ
て
い
る
。
身
近
だ
か
ら
こ
そ
学

校
で
武
道
を
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
、

そ
し
て
学
ぶ
こ
と
で
何
が
で
き
る
よ
う

評価基準
MYP評価 C: 応用と実践（パフォーマンス）
　ⅰ　幅広いスキルや技術を思い出し、応用すること
　ⅱ　幅広い戦略や動きの概念を思い出し、応用すること
　ⅲ　効果的なパフォーマンスに必要な情報を思い出し、応用すること
技能
　空手道の歴史や特性、体育で空手道を学習する意義を理解し、これからの学習につなげる。
　仲間と協力し、考え、教えあいながら、課題の解決に向けた方法を見つけている【知識、思考・判断】
　礼儀正しい態度で関心をもって学習に臨み、空手道を学ぼうとする【態度】
　基本型 1の移動の仕方を理解し、受け技・順突きを移動しながら行うことができる【技能】

時数 指導のねらい
学習内容・学習活動 授業者 態 技 知 評価方法

1 武道の伝統的な考え方を理解する
・オリエンテーション
・学習の進め方
・安全に対する留意点
・空手の礼儀作法、帯の結び方

武中 ◯ 観察

2 基本動作を身に付ける
・空手道のDVDを見せる
・�立ち方（�結び立ち、閉足立ち、平行立ち、八字

立ち、前屈立ち）
・足さばき前屈立ちでの移動
・中段突き、上段上げ受け、下段受け
・前屈立ちで移動しながらの受け、順突き

川田
（授業協力者）

◯ 観察

3 川田
（授業協力者）

◯ 観察

4 川田
（授業協力者）

◯ 観察

5 基本型 1の挙動を理解する
・基本型 1の足運びを理解する
・受け、突きを取り入れ実際に基本型 1を行う
・�団体での演武についての説明
・団体での基本型 1の練習
・�美しくダイナミックな演武となるよう各グルー
プで形の表現方法を考える

武中 ◯ 観察

6 武中 ◯ 観察

7 団体での演武練習
・�各グループで基本型 1の全挙動を正確にできる
ようにする

武中 ◯ 観察

8 各グループ発表会
・発表するときの姿勢
・グループごとの発表を見ての振り返り

武中 ◯ ◯ 観察
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に
な
る
の
か
を
明
確
に
し
、
指
導
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
た
め
に
、
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善

を
行
い
、
よ
り
効
果
的
、
継
続
的
な
学

習
を
生
徒
が
工
夫
し
て
で
き
る
授
業
づ

く
り
の
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
私
は
平
成
28
年
度
よ
り
３
年

間
、
ド
イ
ツ
の
在
外
教
育
施
設
に
勤
務

し
、
小
学
生
に
空
手
道
の
指
導
を
行
っ

て
い
た
（
写
真
４
）。
空
手
道
を
披
露

す
る
機
会
が
あ
り
（
写
真
５
）、
日
本

の
空
手
道
を
通
じ
て
現
地
の
方
々
と
の写真４　ドイツの日本人学校で小学生に指導を行う

写真５　独日協会の新年会での演武

資料３　体育　空手の評価基準

交
流
が
深
ま
っ
た
。
武
道
の
必
修
が
小

学
校
で
も
実
現
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
わ
が
国
固
有
の
文
化
で
あ
る

武
道
に
対
す
る
理
解
が
よ
り
深
ま
り
、

国
際
社
会
で
生
き
て
い
く
上
で
大
変
有

意
義
な
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

【
参
考
資
料
】

・�『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
』（
保

健
体
育
編
）（
文
部
科
学
省
）

・�『
空
手
道
指
導
の
手
引
き
』（
日
本
武

道
館
／
全
日
本
空
手
道
連
盟
）

評価基準C：応用と実践
ⅰ幅広いスキルや技術を示し、応用すること
ⅱ幅広い戦略や動きの概念を示し、応用すること
ⅲ効果的なパフォーマンスに必要な情報を簡単に述べ、応用すること

到達度 レベルの説明
０ 生徒は、以下に記入されたいずれの基準にも達していない。
１～２ ⅰ中段突き、上段あげ受け、中段蹴りの基本ができている。

ⅱ基本形二の足さばきができている。
ⅲ入退場までの礼儀作法が統一されている。

３～４ ⅰ突き、受け、蹴りの基本ができており、真身、半身ができている。
ⅱ基本形二の足さばき、気合がしっかりと出ている。
ⅲ入退場までの礼儀作法、動きが統一されている。

５～６ ⅰ突き、受け、蹴りにメリハリがあり、真身、半身ができている。
ⅱ基本形二の足さばき、上体の動き、気合が一致している。
ⅲ入退場までの礼儀作法、動きが統され、隊形ができている。

７～８ ⅰ突き、受け、蹴りにメリハリがあり、腰の捻転、真身、半身ができている。
ⅱ基本形二の足さばき、上体の動き、気合が一致し尚且つ次の動きを見据えている。
ⅲ入退場までの礼儀作法、動きが統一され、隊形にも工夫がみられる。

試験を行うこととする。
試験当日欠席した生徒に対しては後日、再試験を行う。
グループではできないのでⅲの評価は礼儀作法で評価を行う。

演武中の見る態度も審査の対象とする。( ⅲの評価に入れる）
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて

資料４　MYP単元プランナー

資料５　MYP単元プランナー

担当教師 大崎光峻・上村陽子・寺尾拓・武中将輝 教科と学問領域 保健体育（Physical�Health�and�Education)

単元名 武道（空手）・ダンス MYP学年 1 授業時数（時間） 16

探究：単元の目的を確立する

Key�concept（重要概念） Related�concept(s)（関連概念） Global�context（グローバルな文脈）

美しさ バランス・エネルギー 個人的表現と文化的表現

Conceptual�understanding（概念理念） Statement�of�inquiry（探究テーマ）

力の加減（エネルギーのバランス）を思
い通りに行うことで、動きに美しさを生
む。

エネルギーのバランスは美しさを創造する

Inquiry�Questions（探究の問い）

Factual（事実的）―�武道における型や礼儀作法はどのようなものがあるか�
ダンスにはどのようなジャンルがあるか／ダンスの評価に影響するものはなにか

Conceptual（概念的）―私たちはどのように美しい動きを表現できるか
Debatable（議論的）―空手における型の美しさを決定づけるものは何／美しさを決めるものは何か

Objectives（目標） Summative�assessment（総括的評価）
各教科の規準項目
規準 A：知識と理解
ⅰ�「保健体育」に関する、
事実的、手続き的、概念
的知識を簡単に述べるこ
と
ⅲ�理解を伝えるために、「保
健体育」の専門用語を使
用すること
規準 C：応用と実践（パフ
ォーマンス）
ⅰ�幅広いスキルと技法を効
果的に思い出し、応用す
る
ⅱ�幅広い方策と運動の概念
を思い出し、応用する
ⅲ�効果的にパフォーマンス
を行うための情報を思い
出し、応用する
規準 D：実践（パフォーマ
ンス）の振り返りと改善
ⅰ�対人スキルを強化するた
めの戦略定特定し、示す
ⅱ�計画の有効性を、その成
果に基づき詳しく述べる
こと
ⅲ�パフォーマンスについて
詳しく述べ、要約するこ
と

Outline�of�summative�assessment�task(s)�
including�assessment�criteria:
評価規準を含む総括的評価課題の概要

Relationship�between�summative�assessment�
task(s)�and�statement�of�inquiry:
総括的評価課題と探究テーマとの関係

課題の具体的な内容と規準カテゴリー
課題 1：�ダンスと空手のパフォーマンスについての

振り返り（規準A,D) 評価物：ブックレッ
ト

ダンスと空手それぞれについて「美しい」とする
パフォーマンスに必要な規準や条件を設定し、そ
れらを実践したパフォーマンスについての振り返
りをプックレットに
記録する。
課題２：�空手の演武とダンスのパフォーマンス（規

準C) 評価物：動画（教員による撮影）
空手：指定した規準に沿って美しさを表現する。
ダンス：�「美しさ」を表現するための規準に合わせ

て「動作」「動きのパターン」「モーティブ」
を項目から選択し、グループごとに作成
した規準に沿って実演する。

課題とテーマの関係（理由・根拠）
探究テーマ「エネルギーのバランスは美しさを創造
する」「美しさ」は、美や審美眼の特性、創造、意味、
感じ方を扱います。「美しさ」の学習により、芸術、
文化、自然に対する批判的な鑑賞や分析の技能を発
達させます。
　空手やダンスには、観ているものが美しいと感じ
る表現が存在する。空手における美しさとは、演武
によって表現でき、ダンスにおける美しさは、音楽
や隊形の変化等の相乗効果によっても表現される。
いずれにおいても、美しさは身体の使い方や力の加
減に依存している。
　本単元では、空手の型と、ダンスで自身の身体に
よって美しさをどのように表現できるのかを探究す
ることを通して、「美しさ」について理解を深める。
　バランスとは、対照的、対立的、または相互作用
的な要因が均衡を保っている状態を指す。たとえ
ば、動きのルティーンにおいて要素が美しくかつ心
地よく統合し
ている状態や、競技者に均等に役割を割り当てるこ
とによってチームが安定している状態、ライフスタ
イルに関する選択の決定手段、健康の各側面に同等
の重要性を付与することなど、さまざまな形でも実
現される。
　エネルギーとは、システムの内部で変化を生み出
す上で、構成部分の間を移動する根本的な存在。物
事を実行する能力であり、個人が必要とするエネル
ギーの量や形式は、実行する課題によって変わる。
個人のエネルギーレベルの回復は、休息、栄養補給、
時間などさまざまな要因により決定される。エネル
ギーレベルは、思考能力
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■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
●178

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９生
徒
の
学
び

最
後
に

10 11 12今
後
の
武
道
授
業
に

つ
い
て

武
道
実
施
に
向
け
た

現
状
と
課
題

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
①

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
②

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
③

型
に
は
ま
ら
ず
武
道
の

良
さ
を
伝
え
て
い
く

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
ほ
と
ん
ど
の
特
別
支
援
学
校
に
は
武

道
場
と
い
う
も
の
が
無
く
、
用
具
な
ど

も
無
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

生
徒
は
、
障
害
の
程
度
や
運
動
能
力
、

学
習
状
況
な
ど
、
個
人
差
が
大
き
く
、

武
道
の
良
さ
を
ど
の
よ
う
に
指
導
す
れ

ば
よ
い
か
悩
ま
れ
て
い
る
先
生
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
、
武
道
の
体
験
で
は
な
く
、
体
系
だ

っ
た
武
道
の
指
導
方
法
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
性
の
確
保
も
課
題
の
一

つ
で
す
。
こ
の
安
全
性
の
確
保
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
武
道
授
業
の

研
究
時
に
行
っ
た
調
査
（
都
内
の
知
的

障
害
特
別
支
援
学
校
対
象
）
に
お
い
て

上
位
の
課
題
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
現
状
か
ら
特
別
支
援
学
校

で
の
武
道
授
業
は
、
環
境
に
左
右
さ
れ

ず
、
安
全
に
実
施
で
き
る
も
の
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
踏
ま
え
、
空
手
道
の
「
形
」
を

授
業
で
扱
う
こ
と
が
課
題
へ
の
克
服
に

な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
中
学
部
に

お
け
る
保
健
体
育
の
内
容
と
し
て
新
た
に
「
武
道
」
を
取
り
扱
う
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
武
道
」
の
教
育
的
価
値
が
改
め
て
評
価
さ
れ
た

意
義
の
あ
る
改
訂
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
武

道
教
育
の
幕
明
け
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る

新
し
い
生
活
様
式
に
基
づ
い
た
学
校
生
活
や
観
点
別
学
習
評
価
の
導
入
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
大
き
な
変
化
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
の
武
道
授
業
に
お
い
て
、
ど
う
や
っ
て
武
道
の

楽
し
さ
を
伝
え
る
か
、
基
本
動
作
や
基
本
と
な
る
技
を
ど
の
よ
う
に
指
導
す

る
か
、
ま
た
、
伝
統
的
な
考
え
方
や
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、
空
手
道
授
業
を
通
し
て
実
践
し
た
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　―
―
「
今
」
の
時
代
の
武
道
授
業
を
追
い
求
め
て
―
―
⑦

　
　（知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
で
の
空
手
道
授
業
）

東
京
都
立
墨
田
特
別
支
援
学
校
　
主
任
教
諭 

　
佐
藤

　賢
一
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて

赤色と青色の手袋をはめて指導

方
が
多
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。
理

解
で
き
て
い
な
く
て
も
参
加
は
で
き
ま

す
が
、
体
験
で
は
な
く
授
業
で
あ
る
以

上
、
多
く
の
生
徒
に
理
解
で
き
る
よ
う

指
導
・
支
援
の
方
法
を
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
言
語
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
、
大
半
の
生
徒
が
理
解
で
き
て
い
る

色
で
左
右
の
動
き
を
理
解
さ
せ
よ
う
と

考
え
ま
し
た
。
色
の
選
択
に
関
し
て

は
、
空
手
道
競
技
で
使
用
さ
れ
て
い
る

赤
色
と
青
色
に
し
ま
し
た
。
簡
易
に
使

用
で
き
る
こ
と
か
ら
カ
ラ
ー
の
養
生
テ

ー
プ
を
活
用
し
ま
し
た
。
生
徒
全
員
が

は
っ
き
り
と
分
か
る
よ
う
に
、
模
範
と

な
る
私
も
赤
色
と
青
色
の
手
袋
を
は
め

て
指
導
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
、
色
に
慣
れ
て
も
ら
う
た

め
に
も
、「
赤
の
手
を
上
げ
て
、
青
も

上
げ
て
、
赤
だ
け
下
げ
る
」
な
ど
、
旗

揚
げ
ゲ
ー
ム
の
要
領
で
動
き
を
確
認

し
ま
し
た
。「
左
右
」
と
い
う
言
語
で

は
難
し
か
っ
た
生
徒
た
ち
も
色
を
確
認

し
な
が
ら
手
の
上
げ
下
げ
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
動
作

の
確
認
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
中
段
突
き
を
行
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
号
令
は
「
１
・
２
…
…
」
で
は
な
く
、

「
赤
・
青
…
…
」
と
色
で
行
う
と
、
こ

れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
腕
が

揃そ
ろ

う
よ
う
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒

が
理
解
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
難
去
っ
て
ま
た
一
難
、
今
度
は
空

手
道
特
有
の
「
引
き
手
」
が
課
題
と
な

り
ま
し
た
。
例
え
る
と
、
中
段
突
き
を

行
う
際
に
片
方
の
手
で
突
き
を
行
い
、

も
う
片
方
の
手
は
引
き
手
に
な
り
ま

す
。
こ
の
二
つ
の
動
作
が
連
動
す
る

こ
と
で
技
と
な
る
の
で
す
が
、
二
つ
の

動
作
を
同
時
に
行
う
「
同
時
処
理
」
は

生
徒
に
と
っ
て
難
し
い
身
体
操
作
の
た

め
、
理
解
を
深
め
る
に
は
、
難
し
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
継
時

処
理
」
の
考
え
方
で
ゆ
っ
く
り
順
を
追

っ
て
取
り
組
ん
で
み
ま
し
た
。
中
段
突

▽
空
手
道
選
択
の
理
由

⑴
専
用
施
設
が
要
ら
な
い
こ
と
。

⑵�
形
の
学
習
は
、
相
手
へ
の
接
触
、
コ

ン
タ
ク
ト
プ
レ
ー
が
無
い
た
め
安
全

性
が
保
た
れ
る
こ
と
。

⑶
専
用
の
用
具
が
要
ら
な
い
こ
と
。

⑷
体
育
着
で
実
施
で
き
る
こ
と
。

⑸�

形
の
練
習
や
試
合
で
は
２
ｍ
以
上
の

物
理
的
距
離
が
確
保
で
き
る
た
め
、

感
染
症
対
策
に
有
効
で
あ
る
こ
と
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９生
徒
の
学
び

最
後
に

10 11 12今
後
の
武
道
授
業
に

つ
い
て

武
道
実
施
に
向
け
た

現
状
と
課
題

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
①

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
②

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
③

型
に
は
ま
ら
ず
武
道
の

良
さ
を
伝
え
て
い
く

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
空
手
道
の
基
本
と
な
る
技
や
基
本
形

１
〜
３
は
、
左
右
対
称
の
動
き
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
武
道
と
し
て
い
か
な
る

状
況
に
お
い
て
も
攻
防
を
可
能
と
し
て

い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
ま
た
、

一
方
向
に
偏
っ
た
運
動
に
は
な
ら
ず
、

身
体
全
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
用
し
て

均
等
な
発
育
発
達
を
促
す
こ
と
が
ね
ら

え
ま
す
。
こ
う
し
た
形
の
特
性
か
ら
も

安
全
に
授
業
で
実
施
で
き
る
内
容
と
し

て
周
囲
の
教
員
に
も
理
解
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
空
手
道
の
第
一
時
で
取
り
組
む
基
本

と
な
る
技
の
練
習
で
は
、
特
徴
で
あ
る

左
右
の
動
き
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

左
右
の
認
識
が
理
解
で
き
て
い
る
生
徒

よ
り
、
理
解
で
き
て
い
な
い
生
徒
の

従来の突きの指導
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リズムに合わせて楽しく反復練習（『空手道をやってみよう～特別支援学校指導用テキスト～』9ページ）

き
で
は
、「
赤
が
前
」
→
「
青
が
前
」

→
「
赤
が
腰
」
の
号
令
の
も
と
、
ゆ
っ

く
り
と
繰
り
返
し
、
慣
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
、速
度
を
上
げ
て
い
き「
せ
ー
の
」

の
号
令
で
「
同
時
処
理
」
に
つ
な
が
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
改
め
て
、
ス
モ
ー

ル
ス
テ
ッ
プ
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９生
徒
の
学
び

最
後
に

10 11 12今
後
の
武
道
授
業
に

つ
い
て

武
道
実
施
に
向
け
た

現
状
と
課
題

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
①

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
②

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
③

型
に
は
ま
ら
ず
武
道
の

良
さ
を
伝
え
て
い
く

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
空
手
道
に
は
、
学
校
授
業
用
の
形
と

し
て
基
本
形
１
〜
３
が
あ
り
ま
す
。
基

本
形
１
は
、
三
つ
の
立
ち
方
と
三
つ
の

技
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
初
期
段
階
で

取
り
組
み
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
一
つ
の
技
を
覚
え
る
た
め

に
は
、
反
復
練
習
が
必
要
で
す
。
こ
れ

は
空
手
道
だ
け
に
限
ら
ず
ど
ん
な
運
動

に
も
求
め
ら
れ
る
要
素
で
す
。
限
ら
れ

た
授
業
時
間
の
中
で
、
反
復
練
習
に
時

間
を
割
く
と
、
生
徒
の
集
中
力
は
途
切

れ
て
し
ま
い
、
表
情
も
硬
く
な
り
集
団

か
ら
離
脱
し
た
り
、
大
き
な
声
を
出
し

た
り
す
る
な
ど
、
学
習
へ
の
意
欲
が
低

下
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
見
通
し
を
も
つ
こ
と
が

苦
手
な
生
徒
が
多
数
を
占
め
る
特
別
支

援
学
校
で
の
反
復
練
習
は
、
武
道
の
楽

し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
苦
手

意
識
を
助
長
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
し
た
。

　
空
手
道
を
身
に
付
け
た
い
と
意
思
を

も
っ
て
自
ら
道
場
に
通
う
の
と
、
学
校

の
授
業
で
空
手
道
に
取
り
組
む
の
で
は

指
導
法
の
質
は
全
く
異
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
生
徒
を
空
手
道
に
合
わ
せ

る
の
で
は
な
く
、
空
手
道
を
生
徒
に
合

0

0

0

0

0

0

0

0

わ
せ
て
み
よ
う

0

0

0

0

0

0

と
考
え
ま
し
た
。

　
そ
の
当
時
、「
パ
プ
リ
カ
」
と
い
う

歌
を
よ
く
耳
に
す
る
機
会
が
あ
り
、
歌

に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
い
る
生
徒
の
姿
を

目
に
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い
る
生
徒
の
姿
と

反
復
練
習
で
表
情
の
硬
く
な
っ
て
い
た

生
徒
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、「
音
楽

に
合
わ
せ
て
反
復
練
習
を
す
れ
ば
楽
し

く
で
き
る
の
で
は
」
と
考
え
、
基
本
形

１
の
動
作
を
整
理
し
い
く
つ
か
の
音
楽

に
合
わ
せ
て
み
る
と
、「
パ
プ
リ
カ
」

の
拍
と
技
の
動
作
が
合
っ
た
た
め
、
礼

で
始
ま
り
、
礼
で
終
わ
れ
る
よ
う
に
動

作
を
構
成
し
て
み
ま
し
た
。
音
楽
に
合

リズムカラテ「パプリカラテ」
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わ
せ
て
技
の
練
習
が
楽
し
く
で
き
る
リ

ズ
ム
カ
ラ
テ
「
パ
プ
リ
カ
ラ
テ
」
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
練
習
方
法
は
１
回
で

一
つ
の
技
が
32
回
も
練
習
で
き
ま
す
。

号
令
だ
け
で
取
り
組
ん
で
い
た
際
は
20

回
程
度
で
意
欲
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
た
も
の
が
、
リ
ズ
ム
カ
ラ
テ
で
は

始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
集
中
し
て
取

り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

練
習
方
法
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
空
手
道
が
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９生
徒
の
学
び

最
後
に

10 11 12今
後
の
武
道
授
業
に

つ
い
て

武
道
実
施
に
向
け
た

現
状
と
課
題

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
①

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
②

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
③

型
に
は
ま
ら
ず
武
道
の

良
さ
を
伝
え
て
い
く

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
基
本
と
な
る
技
を
覚
え
た
り
、
リ
ズ

ム
カ
ラ
テ
を
活
用
し
て
反
復
練
習
に
取

り
組
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
突
き
や
受
け
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
て
も
具
体
的
に
技
の
理
解
が
で
き
て

い
な
い
生
徒
が
多
々
お
り
ま
し
た
。
簡

易
な
攻
防
を
通
し
て
突
き
や
受
け
の
理

解
を
楽
し
く
深
め
た
い
と
考
え
ま
し
た

が
、
生
徒
同
士
に
よ
る
相
対
練
習
を
行

う
に
は
、
安
全
性
に
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、
教
師
と
な
ら
簡
易
な
攻
防

が
安
全
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
基

本
と
な
る
技
で
あ
る
中
段
突
き
、
上
段

受
け
、
下
段
受
け
の
担
当
教
師
を
置

き
、
安
全
性
を
考
慮
し
た
ク
ッ
シ
ョ
ン

材
や
プ
ー
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
簡
易
な
攻
防
を
安
全
に
展
開

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
簡
易

な
攻
防
を
生
徒
た
ち
が
主
体
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
し
、
か
つ
運
動
量
も
確

保
で
き
る
よ
う
、
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
（
複
数
の
運
動
を
組
み
合
わ
せ

て
行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
に
組
み
込
ん

だ
も
の
が「
空
手
サ
ー
キ
ッ
ト
」で
す
。

　
ス
タ
ー
ト
す
る
と
前
屈
立
ち
に
よ
る

移
動
か
ら
始
ま
り
、
跳
び
箱
ま
た
ぎ
や

コ
ー
ン
く
ぐ
り
な
ど
の
障
害
物
の
途
中

に
、
中
段
突
き
を
担
当
す
る
教
師
と
向

か
い
合
い
、
礼
の
後
に
中
段
突
き
の
練

習
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
受
け
の

練
習
も
同
じ
よ
う
に
行
い
な
が
ら
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
ま
す
。
１
周
す
る
ご
と
に

マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ド
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

一
つ
貼
り
、
10
周
を
達
成
す
る
と
本
日

の
黒
帯
と
な
り
ま
す
。
周
回
数
を
意
識

す
る
生
徒
、
教
師
と
の
攻
防
を
楽
し
む

生
徒
、
友
達
と
競
い
合
う
生
徒
な
ど
、

生徒から周回、攻防など活動への意欲が見られた（『空手道をやってみよう～特別支援学校指導用テキスト～』8㌻）

空手サーキット「目指せ！黒帯」
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活
動
意
欲
の
動
機
も
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま

し
た
。

　
時
に
、
周
回
数
を
意
識
し
過
ぎ
て
し

ま
う
と
礼
や
技
が
雑
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
攻
防
を
担
当
す

る
教
師
に
技
の
練
習
以
上
に
礼
を
し
っ

か
り
指
導
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し

た
。
楽
し
く
空
手
道
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
思
い
以
上
に
、
武
道
と
し

て
大
切
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
部
分

に
つ
い
て
、
授
業
を
一
緒
に
行
う
教
員

と
共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
粗
大
運
動
を
中
心
と
し

た
、
障
害
物
を
設
定
し
た
サ
ー
キ
ッ
ト

運
動
に
簡
易
な
攻
防
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
指
示
的
・
形
式
的
に
な
ら
ず
に

生
徒
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
み
な
が

ら
技
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
練
習
方
法

と
な
り
ま
し
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９生
徒
の
学
び

最
後
に

10 11 12今
後
の
武
道
授
業
に

つ
い
て

武
道
実
施
に
向
け
た

現
状
と
課
題

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
①

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
②

型
に
は
ま
ら
ず
、

空
手
道
を
学
ぶ
③

型
に
は
ま
ら
ず
武
道
の

良
さ
を
伝
え
て
い
く

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
授
業
や
単
元
の
終
わ
り
に
、
生
徒
か

ら
「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
や
り
た
い
」

そ
ん
な
言
葉
が
飛
び
交
う
武
道
授
業
を

つ
く
り
た
い
。
と
い
う
一
心
か
ら
、
空

手
道
を
選
択
し
、
従
来
の
指
導
方
法
に

は
な
い
形
の
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
、
改
善
の
余
地
も
あ
り
、

研
究
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
空
手
道
の
よ
さ

を
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
に
伝
え
ら
れ

た
ら
幸
い
で
す
。

︻
引
用
文
献
︼

『
空
手
道
を
や
っ
て
み
よ
う
〜
特
別
支

援
学
校
指
導
用
テ
キ
ス
ト
〜
』（
ス
ポ

ー
ツ
庁
委
託
事
業
）
全
日
本
空
手
道
連

盟
発
行
・
令
和
４
年
３
月

♢

岩
城
公
二
先
生

　
御
逝
去
︵
令
和
５
年
10
月
10
日
︶

　
全
日
本
空
手
道
連
盟
学
校
武
道
推

進
委
員
会
副
委
員
長
・
岩
城
公
二
先

生
の
御
生
前
の
御
功
績
を
偲し
の

び
、
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
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　中学校武道必修化　中学校武道必修化

武道授業に役立つ情報満載武道授業に役立つ情報満載
日本武道館HP特設ページ日本武道館HP特設ページ

　平成 24 年度から全国の中学校で武道の授業が必修化されたことを受け、日本武道館は公式ホームペー
ジ内に「中学校武道必修化特設ページ」を設けています。中学校武道必修化の充実に向けて、文部科学省、
スポーツ庁による関連情報や日本武道館・日本武道協議会が実施しているさまざまな取り組みなど「安
全で、楽しく、効果の上がる」武道授業の実践に役立つ情報を随時更新しています。

最新情報はこちらの
QRコードから
ご確認ください。

　特設ページでは、中学校武道必修化の概要や経緯のほか、国庫補助事業である武道指導者の指導力向
上を目的とした「全国武道指導者研修会」の開催情報、月刊「武道」に掲載された全国各地の中学校で
の武道授業の取り組み、各武道団体が刊行している実技指導書の紹介などを掲載しています。
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■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
●164

　
今
日
の
社
会
は
、
目
ま
ぐ
る
し
い
速
さ
で
変
容
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
一
方
で
、
自
然
災
害
は
止や

む
こ
と
が
な
く
、
環
境
問
題
も
山

積
し
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
社
会
の
変
革
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
急
速
な
社
会
の

変
化
の
中
で
、
私
た
ち
は
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
課
題
に

次
々
と
直
面
し
、
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
学
校
で
は
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」

を
養
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
と
は
、「
変
化
を
起
こ
す
た
め
に
、
自
分
で
目
標
を
設
定
し
、
振

り
返
り
、
責
任
を
も
っ
て
行
動
す
る
能
力
」
だ
そ
う
で
す
。
私
は
、
こ
の

力
を
武
道
の
学
習
で
培
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。 　つ

ま
ず
き
を
ど
う
克
服
し
た
か
◯57

（
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
姿
勢
に
寄
り
添
う
空
手
道
授
業
の
実
践
）

長
野
県
小お

布ぶ

施せ

町
立
小
布
施
中
学
校
教
諭

今い
ま

井い

　
智と

も
ふ
み文

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

今
後
の
指
導
に
向
け
て

生
徒
の
姿

授
業
の
実
践

学
校
の
特
徴

空
手
道
導
入
の
背
景

10 11 12三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
本
校
の
あ
る
小
布
施
町
は
、
長
野
県

の
北
東
部
に
位
置
し
、
栗く
り

や
り
ん
ご
な

ど
の
農
産
物
が
有
名
で
す
。
ま
た
、
歴

史
的
遺
産
を
活い

か
し
た
美
術
館
な
ど
の

施
設
が
い
く
つ
も
あ
り
、
全
国
か
ら
多

く
の
方
が
観
光
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
町
内
に
は
小
学
校
と
中
学
校
が
１

校
ず
つ
あ
り
、
地
域
か
ら
と
て
も
大
切

に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
本
校
は
、
学
校
教
育
目
標
に
「
夢
・

忍
耐
・
思
い
や
り
」
を
掲
げ
、「
豊
か

な
人
間
性
を
も
ち
、
か
け
が
え
の
な
い

人
生
を
強
く
正
し
く
生
き
ぬ
く
生
徒
の

育
成
」
の
具
現
を
目
指
し
て
日
々
の
学

校
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
徒
数
は
、
概お
お
む

ね
１
ク
ラ
ス
35
名
前

後
、
各
学
年
３
ク
ラ
ス
、
計
100
名
強
の

生
徒
が
在
籍
す
る
中
規
模
校
で
す
。

　
保
健
体
育
の
学
習
に
積
極
的
に
参
加

し
、
運
動
や
友
と
の
関
わ
り
を
楽
し
む

姿
が
多
く
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
生
徒

の
技
能
差
は
大
き
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
運
動
に
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る

生
徒
の
中
に
は
、
人
前
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
勇
気
を
持
て
ず
に
い
る
生
徒
も
見

ら
れ
ま
す
。
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＜指導計画＞

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

今
後
の
指
導
に
向
け
て

生
徒
の
姿

授
業
の
実
践

学
校
の
特
徴

空
手
道
導
入
の
背
景

10 11 12三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
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ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
空
手
道
導
入
の
背
景
に
は
、
二
つ
の

き
っ
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
す
。
私
が
本
校
に
着
任

し
た
２
０
２
０
年
４
月
、
全
国
的
に
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓ま
ん

延え
ん

が
深
刻

と
な
り
、
新
年
度
が
始
ま
っ
て
間
も
な

く
、
学
校
は
休
校
と
な
り
ま
し
た
。
全

て
の
教
科
で
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
れ
ば
授
業
を
展
開
で
き
る
か
と
苦
慮

し
て
い
ま
し
た
。
保
健
体
育
科
で
も
年

間
の
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
正
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
着
任
当
初
、
本

校
は
武
道
領
域
で
剣
道
を
扱
っ
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
当
時
は
、
道
具
の
貸
し
借

り
や
生
徒
同
士
の
接
触
に
よ
っ
て
感
染

が
拡
大
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
が
あ
り
、
剣
道
の
実
施
は
難

し
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
道

具
の
貸
し
借
り
も
必
要
な
く
、
距
離
を

保
っ
て
学
習
が
で
き
る
空
手
道
の
実
施

を
検
討
し
始
め
ま
し
た
。

１・２学年単元計画
時数 1 2 3 4 5 6 7 8
種目 空手道

学
習
の
流
れ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

小布施中体操（準備体操・体幹トレーニング）・挨拶
課題の確認

礼（①正面に礼　②互いに礼）
立ち基本

移動基本
移動基本

約束組手 形「平安初段」
個人

形「平安初段」
団体

形「平安初段」
発表

学習の
まとめ

礼（①互いに礼　②正面に礼）
振り返り
挨拶

３学年単元計画
時数 1 2 3 4 5 6 7 8
種目 空手道

学
習
の
流
れ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

準備体操・体幹トレーニング・挨拶
課題の確認

礼（①正面に礼　②互いに礼）
立ち基本

移動基本

移動基本
約束組手

形「平安二段」
団体

形「平安二段」
団体

形「平安二段」
発表

学習の
まとめ形「平安二段」

個人
礼（①互いに礼　②正面に礼）

振り返り
挨拶

ブック 1.indb   31ブック 1.indb   31 2024/08/13   22:552024/08/13   22:55



32

筆者の模範演武を見つめる生徒たち

導
教
科
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

全
国
の
指
導
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ま
ず
は
学
習
指
導
要
領
を

も
と
に
剣
道
や
柔
道
、
相
撲
と
比
較
し

な
が
ら
、
空
手
道
の
学
習
事
項
の
整
理

と
意
味
づ
け
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
二
つ
目
の
き
っ
か
け
と
な

る
の
が
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で

す
。
幸
い
に
も
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

翌
２
０
２
１
年
度
か
ら
の
中
学
校
で
の

全
面
実
施
を
控
え
た
移
行
期
間
中
で
し

た
。
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
解
説

で
、
武
道
領
域
の
「
内
容
の
取
扱
い
」

に
、「
学
校
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
、

従
前
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
な
ぎ
な
た
に

加
え
て
、
空
手
道
、
弓
道
、
合
気
道
、

少
林
寺
拳
法
、
銃
剣
道
な
ど
に
つ
い
て

も
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と

が
新
た
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
学
校
の
実
態
を
踏
ま
え
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
内
容
に
合
う

よ
う
に
学
習
内
容
を
整
理
し
、
ま
と
め

ま
し
た
。
ど
の
技
を
知
識
・
技
能
の
評

価
と
す
る
か
、
ど
の
よ
う
な
姿
を
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
学
び
に
向

か
う
力
・
人
間
性
等
の
評
価
と
す
る
か

を
考
え
ま
し
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

今
後
の
指
導
に
向
け
て

生
徒
の
姿

授
業
の
実
践

学
校
の
特
徴

空
手
道
導
入
の
背
景

10 11 12三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
空
手
授
業
は
令
和
２
年
度
か
ら
始
め

ま
し
た
。
対
象
は
１
〜
３
年
生
の
全
生

徒
で
す
。
ま
た
、
授
業
は
私
と
本
校
保

健
体
育
科
の
関
谷
北
斗
教
諭
の
２
名
で

実
施
し
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
、
生
徒
の
実
態
を
踏
ま

え
、
扱
う
技
や
学
習
の
仕
方
を
調
整
し

な
が
ら
単
元
を
組
み
立
て
ま
し
た
。
立

ち
基
本
、
移
動
基
本
の
全
て
の
技
は
全

員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
行
い
ま
す
。

約
束
組
手
を
行
う
際
は
、
相
手
と
の
間

隔
を
十
分
に
空
け
て
正
対
し
、
攻
撃

と
受
け
が
接
触
し
な
い
よ
う
に
行
い
ま

す
。
形
は
４
〜
５
人
が
一
組
と
な
っ
て

行
い
、
単
元
の
最
後
に
は
全
員
の
前
で

発
表
を
し
ま
す
。

　
礼
を
重
ん
じ
、
挨
拶
は
１
時
間
に
４

回
行
い
ま
す
。
授
業
の
始
め
の
挨
拶
を

し
た
後
で
、
普
段
通
り
の
学
習
課
題
の

設
定
を
行
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
で
、「
こ

れ
か
ら
稽
古
を
始
め
ま
す
」
と
い
う
意

味
を
込
め
て
改
め
て
正
座
し
て
礼
を
し

ま
す
。
稽
古
の
終
わ
り
の
場
面
で
は
、

　
こ
う
し
て
空
手
道
の
実
施
に
向
け
て

具
体
的
な
学
習
の
展
開
を
考
え
始
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
長
野
県
内
で
は
教
師

に
よ
る
空
手
道
の
授
業
実
践
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
ど
の
よ
う
に
授
業

を
展
開
す
れ
ば
よ
い
か
、
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
に
指

正
座
し
て
礼
を
し
、
そ
の
後
に
学
習
の

振
り
返
り
の
時
間
を
設
け
ま
す
。
そ
し

て
、
最
後
に
授
業
の
終
わ
り
の
挨
拶
を

行
い
ま
す
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

今
後
の
指
導
に
向
け
て

生
徒
の
姿

授
業
の
実
践

学
校
の
特
徴

空
手
道
導
入
の
背
景

10 11 12三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
３
人
の
学
び
の
様
相
か
ら
、
学
習
の

様
子
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑴�

「
な
ん
と
な
く
で
き
た
」
で
満
足
し

な
い

　
１
人
目
は
、
運
動
能
力
が
高
い
一

方
、
空
手
道
を
含
め
武
道
を
学
ん
だ
こ

と
が
な
い
生
徒
で
す
。
１
時
間
目
に
、

壮ソ
ー

鎮チ
ン

（
形
の
一
種
）
の
模
範
演
武
を
見

て
「
す
ご
い
迫
力
」
と
空
手
道
に
関
心

を
持
っ
た
様
子
で
し
た
。
見
様
見
真ま

似ね

で
力
強
く
突
き
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
途
中
で
私
や
経
験
の

あ
る
生
徒
の
突
き
の
際
に
音
が
鳴
っ
て

い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。「
な

ん
で
音
が
鳴
っ
て
い
る
の
？
」
と
疑
問

に
思
い
、
突
き
の
軌
道
や
引
手
の
動
き

を
考
え
な
が
ら
練
習
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
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移動基本の演習

　
こ
の
生
徒
は
、
指
示
通
り
の
練
習
だ

け
で
も
、
そ
れ
な
り
の
形
に
は
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
な
ん
と
な
く

で
き
た
」
だ
け
で
は
満
足
し
ま
せ
ん
で

し
た
。「
経
験
者
の
よ
う
な
迫
力
の
あ

る
突
き
が
し
た
い
」「
突
き
で
音
が
鳴

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
、
自
然
と
目

標
を
設
定
し
、
経
験
者
の
突
き
を
観
察

し
た
り
、
試
行
錯
誤
し
た
り
し
な
が
ら

繰
り
返
し
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
空
手
の
学
習
を
終
え
る
こ

ろ
に
は
、
引
手
の
位
置
か
ら
脇
を
締
め

た
キ
レ
の
あ
る
突
き
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
時
に
は
、「
き
つ
い
」「
苦
し
い
」
と

こ
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
含
め
て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
す
ら

見
え
ま
し
た
。
自
分
の
稽
古
の
程
度
を

ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
ま
で
引
き
上
げ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
空
手
道
の

素
晴
ら
し
さ
を
生
徒
の
姿
か
ら
再
認
識

し
ま
し
た
。

⑵
人
前
で
の
演
武
に
踏
み
出
す

　
２
人
目
は
、
武
道
に
限
ら
ず
、
ど
ん

な
運
動
に
対
し
て
も
苦
手
意
識
の
強
い

生
徒
で
す
。
扱
う
運
動
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
体
育
館
の
後
ろ
の
方
に
下
が
っ

て
し
ま
い
、
１
時
間
ほ
と
ん
ど
運
動
を

せ
ず
に
授
業
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　
空
手
道
の
学
習
で
は
、
単
元
の
前
半

は
個
人
で
練
習
で
き
る
時
間
が
多
く
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
技
を
覚
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
単
元
の
半
ば
で
は
、
約

束
組
手
で
覚
え
た
技
を
使
っ
て
仲
間
と

の
や
り
取
り
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
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ま
し
た
。
後
半
で
は
、
班
に
分
か
れ
て

足
の
運
び
や
型
の
動
き
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
生
徒
の
技
は
決
し
て
美
し
い
と

は
言
い
難
い
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
単
元
の
最
後
に

は
、
班
の
仲
間
と
平ピ
ン

安ア
ン

初
段
の
団
体
形

を
発
表
す
る
姿
を
見
て
私
は
嬉う
れ

し
く
な

り
ま
し
た
。
技
能
差
が
あ
る
集
団
の
中

で
も
、
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
稽

古
を
積
む
こ
と
が
で
き
、
彼
な
り
に
楽

し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
同
じ
稽
古
の
内
容
で
あ
っ
て
も
、

個
や
集
団
に
合
わ
せ
た
レ
ベ
ル
の
学
習

が
で
き
る
こ
と
も
空
手
道
の
良
さ
と
感

じ
ま
し
た
。

⑶�

自
分
と
向
き
合
い
、
友
と
向
き
合

い
、
学
び
合
う

　
３
人
目
は
、
空
手
道
の
経
験
者
で
し

た
。
全
日
本
空
手
道
連
盟
に
加
盟
し
て

い
る
道
場
で
学
ん
だ
生
徒
で
し
た
。
経

験
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
手
を
抜
か
ず
、

指
示
通
り
に
学
習
に
集
中
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
私
が
示
す
学
習
の
ポ

イ
ン
ト
が
ほ
と
ん
ど
分
か
る
「
は
ず
」

で
し
た
。

　
し
か
し
、
学
習
が
進
む
に
つ
れ
て
、

周
り
の
友
や
班
の
仲
間
に
質
問
を
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。「
ど
う

や
っ
て
向
き
を
変
え
て
い
る
の
？
」「
左

手
は
ど
う
す
る
の
？
」「
足
の
向
き
が

逆
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
」
な
ど
と
質
問
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
無
意
識
で
正
し
く
動

け
る
こ
の
生
徒
は
、「
あ
れ
、
言
わ
れ

て
み
れ
ば
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
？
」
と
、
自
分
の
動
き
を
丁
寧
に
振

り
返
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
軸
足
の

位
置
や
引
手
、
足
の
向
き
な
ど
、
事
細

か
に
説
明
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
本
当
の
意
味
で
「
わ
か
る
」
状
態
に

変
わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

す
る
と
、
自
分
の
動
作
に
も
ま
だ
改
善

点
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
よ
り
一
層

稽
古
に
夢
中
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

だ
れ
よ
り
も
深
く
、
腰
を
落
と
し
、
汗

を
か
き
、
稽
古
に
取
り
組
む
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
追
い
求
め
た
い
自

分
の
姿
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

今
後
の
指
導
に
向
け
て

生
徒
の
姿

授
業
の
実
践

学
校
の
特
徴

空
手
道
導
入
の
背
景

10 11 12三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
武
道
の
授
業
は
、
空
手
道
で
あ
っ
て

も
、柔
道
や
剣
道
、相
撲
で
あ
っ
て
も
、

武
道
と
い
う
「
道
」
に
足
を
踏
み
入
れ

る
素
晴
ら
し
い
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
道
を
歩
む

中
で
自
分
自
身
と
向
き
合
い
な
が
ら
未

知
の
世
界
に
触
れ
、
自
分
の
成
長
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
生
徒
が
思
い
描
く
姿
を
目
標
に
し

て
、
稽
古
へ
の
取
り
組
み
方
を
改
善
・

調
整
し
、
自
ら
の
ペ
ー
ス
で
感
覚
を
新

た
に
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
幼
い
頃
か
ら
親
し
ん
で
き

た
空
手
道
の
「
道
」
に
今
一
度
立
ち
返

り
、
自
分
が
求
め
て
い
る
姿
を
再
認
識

で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
答
え
の
な

い
武
道
の
世
界
の
面
白
さ
を
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
学
習
を
後
押
し
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
、
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
全
日
本
空
手
道
連
盟

の
方
々
、
尊
敬
に
値
す
る
小
布
施
中
学

校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
私
自
身
も
、
よ
り
よ
い
学
び
、

よ
り
よ
い
稽
古
が
で
き
る
よ
う
、
ま
だ

見
え
ぬ
道
の
先
に
歩
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ペアになって約束組手を行う生徒たち 筆者の動きを見ながら、生徒は足の運びを考える

中
売
発
評
好
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■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
●153

　
創
立
111
周
年
と
い
う
歴
史
あ
る
本
校
は
、
幼
児
か
ら
成
人
の
方
ま
で
連

続
性
の
あ
る
多
様
な
学
び
を
展
開
す
る
宮
崎
県
内
唯
一
の
視
覚
支
援
学
校

で
す
。
視
覚
障
害
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
見
え
方
や
そ
の
状
態
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
、
見
え
に
く
か
っ
た
り
、
見
え
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　
今
年
度
で
本
校
勤
務
６
年
目
に
な
る
私
は
、
小
学
部
、
中
学
部
、
高
等

部
普
通
科
、
高
等
部
専
攻
科
で
体
育
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
本
校
に
着
任

し
て
初
め
て
視
覚
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
り
、
在
籍
す
る
「
17
歳
の
弱

視
の
空
手
家
」
の
存
在
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
空
手
道
の
授
業
が
実
現
し

ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
空
手
道
は
未
経
験
で
あ
り
、
武
道
指
導
経
験
も
乏

し
い
私
が
、
ど
の
よ
う
に
空
手
道
の
授
業
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
振

り
返
り
ま
す
。

　つ
ま
ず
き
を
ど
う
克
服
し
た
か
㊻
（
視
覚
支
援
学
校
で
の
空
手
道
授
業
）

宮
崎
県
立
明

み
ょ
う

星じ
ょ
う視
覚
支
援
学
校
教
諭
　
原
田
　
優
子

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ま
と
め

終
わ
り
に

ま
と
め

ま
と
め

ま
と
め

ゴ
ー
ル
は「
平
安
初
段
」

視
覚
障
害
者
と
武
道

10 11 12課
題
克
服
の
中
で

見
つ
け
た
空
手
道
授
業

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
本
校
で
は
武
道
が
年
間
指
導
計
画
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に
も
柔

道
・
剣
道
を
隔
年
で
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
着
任
１
年
目
は
柔
道
実
施
の
年

で
、
当
時
、
本
校
職
員
に
柔
道
の
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
経
験
者
が
い
た
た

め
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
授

業
に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　
授
業
は
、
柔
道
着
を
着
て
み
た
り
、

礼
儀
作
法
、
組
み
方
や
受
け
身
、
実
施

可
能
な
生
徒
の
み
で
の
投
げ
技
な
ど
を

体
験
し
た
り
と
い
う
内
容
で
し
た
。
生

徒
た
ち
は
初
め
て
着
る
柔
道
着
や
帯
の

締
め
方
、
た
た
み
方
に
苦
戦
し
つ
つ

も
、
い
つ
も
と
違
う
こ
と
に
挑
戦
で
き

る
喜
び
を
感
想
と
し
て
述
べ
て
い
ま
し

た
。

　
剣
道
も
同
様
に
、
面
や
胴
を
着
け
、

竹
刀
を
握
る
新
鮮
な
感
覚
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
道
着
の
重
さ
や
、
裸
足
か

ら
伝
わ
る
畳
や
床
の
感
覚
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
武
道
に
は
相
対
す
る
２
人
が
勝
敗

を
争
い
、
直
接
組
み
合
っ
て
攻
防
す
る

も
の
、
武
具
を
使
っ
て
攻
防
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
攻
防
」
が
、
障
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて●153

害
が
あ
る
本
校
生
徒
の
前
に
大
き
く
立

ち
は
だ
か
り
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
の
障
害
の
程
度
は
「
見
え

に
く
い
（
弱
視
）」、「
見
え
な
い
（
全

盲
）」
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
活
動
が
制
限

さ
れ
や
す
く
体
験
が
少
な
く
な
り
が
ち

で
す
。
そ
の
た
め
、
見
守
り
や
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
ず
に
生
徒
自
ら
運
動
に
取
り

組
む
機
会
は
さ
ら
に
少
な
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
衝
突
や
衝
撃
が
即
、
網

膜
剥は
く

離り

に
つ
な
が
る
な
ど
、
残
っ
て
い

る
視
力
を
奪
う
可
能
性
の
高
い
生
徒
も

含
ま
れ
、
武
道
の
授
業
に
お
い
て
、
そ

れ
ら
の
怪け

我が

の
リ
ス
ク
を
避
け
な
が
ら柔道着をたたむことに挑戦する生徒たち

【空手道・形の授業展開の一例】（中学部・高等部合同体育授業）

１　単元の目標

　〇空手道における伝統的な考えを理解し、基本動作を身に付ける。� （知識および運動）

　〇�技の名称や稽古の仕方など、マナーを守り、健康・安全を確保しながら活動することが

できる。� （思考力・判断力・表現力など）

　〇�礼法や基本動作の練習で、仲間と分担した役割に応じた協力の仕方を見つけて取り組む

ことができる。� （学びに向かう力、人間性など）

２　指導計画

授業時間 1 2 3 4 5 6 7 8
種目 空手道（形）

学
習
の
流
れ

空
手
道
の
歴
史
や
特
性

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

導入（あいさつ、健康観察、本時の学習の見直し）
準備運動

〈実技１〉礼法と立ち方
〈実技２〉基本技（動作）と立ち方
〈実技３〉基本形（平安初段）

整理運動 〈実技４〉ゲーム（旗上げ）

本時の振り返り、次時の連絡、あいさつ 整理運動、本時の振り返り、
学習のまとめ、あいさつ　　
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す
。
見
え
に
く
さ
の
あ
る
生
徒
た
ち
に

武
道
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
に
は
「
で
き

る
活
動
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
」「
安

全
に
取
り
組
め
る
工
夫
が
可
能
か
」「
生

徒
自
身
が
武
道
を
し
て
い
る
自
分
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
か
」
と
い
っ
た
課
題
を

克
服
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
運
動

の
き
っ
か
け
、
入
り
口
ま
で
導
く
こ
と

が
体
育
科
教
員
の
大
き
な
役
目
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ま
と
め

終
わ
り
に

ま
と
め

ま
と
め

ま
と
め

ゴ
ー
ル
は「
平
安
初
段
」

視
覚
障
害
者
と
武
道

10 11 12課
題
克
服
の
中
で

見
つ
け
た
空
手
道
授
業

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

▼
解
決
策
①
　
経
験
者
に
尋
ね
る

　
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
「
空
手
道
・

形
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

経
験
者
に
尋
ね
る
と
、
以
下
の
回
答
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

「
空
手
道
・
形
」
は
、

・�

身
体
接
触
が
な
く
安
全
で
あ
る
。

・�

畳
１
枚
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
体

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

・�

視
覚
障
害
者
の
生
命
線
と
も
い
う
べ

き
、「
正
中
線
・
体
幹
」
を
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

・�

左
右
対
称
の
動
き
が
多
い
の
で
覚
え

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
な

課
題
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
本
校
に
お
け
る
柔
道
の

授
業
で
は
、
組
み
合
う
経
験
は
で
き
ま

し
た
が
、
思
わ
ぬ
転
倒
や
衝
突
の
リ
ス

ク
が
あ
り
、
十
分
に
そ
の
種
目
を
楽
し

み
、
試
合
形
式
な
ど
を
存
分
に
体
験
で

き
た
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
展
開

が
で
き
て
い
る
と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ま
た
、
武
道
に
限
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ

の
経
験
や
視
覚
情
報
の
少
な
い
生
徒
た

ち
は
、
種
目
名
を
耳
に
し
て
も
、
そ
れ

だ
け
で
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
か
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
何
の
こ
と
か

わ
か
ら
ず
に
や
り
過
ご
し
て
い
る
姿

が
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
く
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
の
で
、
や
っ
て
み
た
い
の

か
、
や
り
た
く
な
い
の
か
、
意
思
表
示

も
は
っ
き
り
し
か
ね
る
の
で
す
。

　
本
校
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
学
び

の
特
徴
は
、「
触
察
（
触
っ
て
観
察
・

学
習
す
る
）」
と
「
言
葉
」
で
す
。
見

え
に
く
さ
の
あ
る
生
徒
た
ち
に
は
空
間

認
知
が
大
事
で
す
が
、
空
中
を
ほ
と
ん

ど
音
も
せ
ず
に
動
く
も
の
を
言
葉
で
伝

え
、
捉
え
さ
せ
る
の
は
困
難
を
極
め
ま

▼�

解
決
策
②
　
空
手
道
の
経
験
の
あ
る

生
徒
か
ら
学
ぶ

　
本
校
は
、
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
ま
で

の
在
籍
者
が
24
名
と
少
な
い
た
め
、
他

者
の
存
在
を
感
じ
な
が
ら
の
活
動
や
、

集
団
活
動
を
設
定
し
に
く
い
状
況
が
あ

り
ま
す
。
集
団
で
の
学
び
の
場
を
確
保

し
、
教
育
効
果
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫

と
し
て
、
中
学
部
と
高
等
部
普
通
科
の

合
同
体
育
授
業
を
週
1
回
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
集
団
と
い
っ
て
も
、
授
業
の
対
象
で

あ
る
中
学
部
と
高
等
部
は
10
人
に
満
た

な
い
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
「
17
歳
の

弱
視
の
空
手
家
」
が
い
ま
し
た
。
高
等

部
３
年
に
在
籍
す
る
そ
の
生
徒
は
、
小

学
３
年
生
か
ら
「
空
手
道
・
形
」
を
続

け
て
お
り
、
そ
の
生
徒
が
演
武
す
る
音

や
息
づ
か
い
を
間
近
に
感
じ
と
っ
た
こ

と
で
、私
は
「
空
手
道
・
形
」
に
興
味
・

関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
武
道
の

授
業
で
「
空
手
道
・
形
」
を
や
っ
て
み

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実

際
の
授
業
で
は
、
そ
の
生
徒
が
道
着
の

着
方
や
礼
儀
作
法
、
声
の
出
し
方
を
教

え
た
り
、
足
さ
ば
き
や
手
の
動
き
を
指

導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
兄
の
よ
う
な

や
す
く
、
体
力
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
高

め
て
い
け
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

・�

集
団
で
声
を
出
し
、
動
き
を
そ
ろ
え

る
こ
と
を
通
し
て
、
他
者
を
意
識
し

な
が
ら
動
く
こ
と
も
身
に
つ
く
。

・�

個
人
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
自

身
の
努
力
が
結
果
に
結
び
つ
き
や
す

い
。

・�

視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
取
り
組
み
や

す
い
武
道
と
い
え
る
。

　
私
の
中
で「
空
手
道
」と
い
え
ば
、「
瓦

割
り
」
や
「
組
手
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
視
覚
障
害
者
に
は
縁
遠
い
も
の
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
空
手
道
を
し
て
い

る
視
覚
障
害
者
の
話
を
聞
け
た
こ
と
か

ら
、「
空
手
道
・
形
」
は
、
①
衝
撃
や

衝
突
を
避
け
ら
れ
、
②
直
線
的
な
移
動

で
空
間
認
知
し
や
す
く
、
③
現
在
の
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
距
離
を
確
保
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
、
④
男
女
共
習
の
武

道
と
し
て
取
り
組
み
や
す
い
も
の
で
あ

る
、
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
息
づ
か

い
や
道
着
の
擦
れ
る
音
、
気
合
い
の

声
、
体
幹
や
重
心
の
位
置
を
意
識
し
て

取
り
組
め
る
内
容
に
、
本
校
の
生
徒
に

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
が
そ
こ
に
あ
る

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
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17 歳の弱視の空手家（手前中央）による空手の実践

外部指導者のサポートにより
安全に授業を実施することができた

存
在
の
先
輩
か
ら
発
せ
ら
れ
る
空
手
に

関
す
る
言
葉
は
、
教
員
か
ら
聞
く
よ
り

も
、
生
徒
た
ち
に
は
受
け
入
れ
や
す
い

も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、「
自
分
も
障
害
者
の
空
手
人

口
を
増
や
す
こ
と
に
役
立
ち
た
い
」
と

語
る
そ
の
生
徒
に
と
っ
て
も
、
魅
力
を

直
に
伝
え
ら
れ
る
、
大
切
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

▼
解
決
策
③
　
専
門
家
か
ら
学
ぶ

　
空
手
道
に
魅
力
を
感
じ
た
も
の
の
、

武
道
経
験
の
乏
し
い
私
に
は
十
分
な
指

導
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
空
手
道

の
指
導
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
頃
、
宮
崎
県
体
育
実
技
サ
ポ
ー

タ
ー
派
遣
事
業
の
案
内
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
体
育
指
導
に
お
い
て
専

門
家
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
空
手

道
指
導
者
に
よ
る
専
門
的
な
実
技
模
範

と
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
実
践
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
外
部
指
導
者
と
し

て
約
50
年
の
競
技
指
導
経
験
を
有
す
る

田
岡
正
和
氏
（
宮
崎
県
空
手
道
連
盟
副

会
長
）
が
来
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
、
令
和
元
年
度
か
ら
空
手
道
の
授
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
本
校
生
徒
の
学
び
の
特
徴
か
ら
、
１

日
１
コ
マ
の
授
業
で
は
十
分
な
指
導
が

難
し
い
と
考
え
、
１
日
に
２
コ
マ
連
続

で
の
授
業
を
計
画
し
、
外
部
指
導
者
が

全
８
コ
マ
（
計
４
日
間
）
を
指
導
し
ま

し
た
。
私
を
含
め
た
保
健
体
育
科
教
師

２
名
が
外
部
指
導
者
を
補
助
す
る
形
で

加
わ
り
ま
し
た
。
生
徒
同
士
の
接
触
や

衝
突
を
避
け
る
た
め
に
、
体
育
科
以
外

の
教
師
を
サ
ポ
ー
ト
役
に
配
置
す
る
こ

と
で
、
安
全
管
理
も
工
夫
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
は
中
学
部
４
人
と
高
等

部
５
人
が
空
手
道
を
学
び
ま
し
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ま
と
め

終
わ
り
に

ま
と
め

ま
と
め

ま
と
め

ゴ
ー
ル
は「
平
安
初
段
」

視
覚
障
害
者
と
武
道

10 11 12課
題
克
服
の
中
で

見
つ
け
た
空
手
道
授
業

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

「
空
手
道
・
形
」
の
授
業
の
ゴ
ー
ル

を
、
基
本
形
「
平
安
初
段
」
に
定
め
、

全
８
コ
マ
の
授
業
を
組
み
立
て
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
初
め
、
あ
ま
り
前
向

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
基
本
動
作
だ
け
で
な
く
、「
新
聞

紙
破
り
ゲ
ー
ム
」
で
突
き
を
練
習
し
た

り
、「
空
手
道
・
形
」
に
必
要
な
瞬
発

力
を
高
め
る
た
め
の
「
旗
上
げ
ゲ
ー

ム
」
を
行
っ
た
り
、
生
徒
が
楽
し
め
る

新聞紙破りゲーム
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ア
プ
ロ
ー
チ
を
工
夫
し
た
こ
と
で
、
平

安
初
段
の
21
挙
動
を
最
後
ま
で
覚
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
授
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、
全
盲
の

生
徒
は
途
中
で
方
向
が
分
か
ら
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
ア
イ
マ

ス
ク
を
着
け
て
、
21
挙
動
を
演
武
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
方
向
が
分
か
ら
な
く
な

り
、
途
端
に
ふ
ら
つ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
球
技
の
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
の

コ
ー
ト
を
ヒ
ン
ト
に
、
体
育
館
の
床
に

タ
コ
糸
を
張
り
、
そ
の
上
か
ら
ラ
イ
ン

テ
ー
プ
を
貼
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
生
徒

は
足
の
裏
で
凹
凸
を
感
じ
取
り
、
方
向

確
認
、
空
間
認
知
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
言
葉
か
け
も
、
よ
り
具
体

的
に
動
き
や
方
向
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
、
時
計
盤
の
数
字
の
位
置
を
基
に
方

向
を
認
識
す
る
「
ク
ロ
ッ
ク
ポ
ジ
シ
ョ

の
な
い
運
動
姿
勢
や
動
き
を
、
言
葉
に

よ
る
情
報
と
生
徒
本
人
の
主
観
に
基
づ

い
て
実
践
し
て
い
く
点
で
す
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
本
人
の
挑
戦
し
よ
う
と
い

う
意
欲
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
今
回
の

指
導
実
践
で
は
、
経
験
者
に
尋
ね
る
こ

と
で
、「
空
手
道
・
形
」
が
視
覚
障
害

者
に
も
取
り
組
め
る
動
き
で
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
同
じ
障
害
が
あ
る
先
輩
に
学
ぶ
こ

と
で
、
生
徒
自
身
が
武
道
を
し
て
い
る

自
分
を
よ
り
強
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。「
本
物
」
に
学
ぶ

こ
と
で
、
安
全
に
取
り
組
め
る
工
夫
も

配
慮
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
意
欲

や
挑
戦
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
今
回
の
武
道
の
授
業
実
践
を
終
え

て
、「
空
手
道
・
形
」
は
視
覚
障
害
を

有
す
る
生
徒
た
ち
に
有
効
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
空
手

道
・
形
」
は
そ
の
特
徴
か
ら
、
あ
ら
ゆ

る
年
代
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

取
り
組
め
る
武
道
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
本
校
で
は
今
後
も
、
武
道
「
空
手

道
・
形
」
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
専
門

性
の
向
上
は
不
可
欠
で
す
。
２
年
間
続

ン
」
な
ど
を
使
い
、
授
業
を
進
め
ま
し

た
。

　
最
後
は
学
習
内
容
の
成
果
発
表
と
し

て
、
集
団
で
声
を
出
し
、
動
き
を
そ
ろ

え
る
こ
と
に
注
意
し
て
、「
平
安
初
段
」

を
演
武
し
ま
し
た
。
他
者
を
意
識
し
な

が
ら
動
く
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
活
動
に
な
り
ま
し

た
。
生
徒
か
ら
は
次
の
よ
う
な
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

〈
生
徒
の
感
想
〉

「
空
手
が
ど
う
い
う
も
の
か
わ
か
ら
ず

初
め
は
苦
手
だ
っ
た
。
回
を
重
ね
る
ご

と
に
楽
し
く
、
面
白
く
な
っ
た
。
ダ
ン

ス
よ
り
も
取
り
組
み
や
す
か
っ
た
。
機

会
が
あ
れ
ば
続
け
て
い
き
た
い
」

�

（
中
３
男
子
・
全
盲
）

「
初
め
は
全
然
覚
え
ら
れ
な
く
て
苦
手

だ
っ
た
。
最
後
は
先
生
に
褒
め
ら
れ
、

ま
た
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
」

�

（
中
１
女
子
・
弱
視
）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ま
と
め

終
わ
り
に

ま
と
め

ま
と
め

ま
と
め

ゴ
ー
ル
は「
平
安
初
段
」

視
覚
障
害
者
と
武
道

10 11 12課
題
克
服
の
中
で

見
つ
け
た
空
手
道
授
業

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
体
育
指
導
の

難
か
し
さ
は
、
は
っ
き
り
と
見
た
こ
と

い
た
体
育
実
技
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
は
、

残
念
な
が
ら
本
年
度
は
該
当
せ
ず
、
外

部
指
導
者
の
招
し
ょ
う

聘へ
い

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
回
の
取
り
組
み
を
機

に
、
私
も
外
部
指
導
者
の
下
で
空
手
道

を
習
い
始
め
、
初
段
を
取
得
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
に
基
礎
・
基
本
を
指
導

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
前
に

進
ん
で
い
ま
す
。

　
空
手
道
の
魅
力
を
障
害
者
に
も
伝
え

る
た
め
、
２
０
１
９
年
６
月
に
、
本
校

が
事
務
局
と
な
り
「
宮
崎
県
障
が
い
者

空
手
道
協
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

身
体
接
触
の
少
な
い
空
手
道
（
形
）
が

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
有
効
で
あ
る

こ
と
の
理
解
・
啓
発
・
普
及
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
本
校
は
、
２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
正
式
種
目
と
な
っ
た
空

手
の
参
加
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
の
選
手
団

に
応
援
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
届
け
ま
し
た
。「
一

人
で
も
で
き
た
。
ま
た
や
っ
て
み
た

い
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
必
ず
生
き
る

経
験
に
な
っ
た
」
と
、
凜り
ん

と
し
た
表
情

に
変
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
。
こ
れ
か
ら

も「
や
っ
て
み
た
い
、ま
た
や
り
た
い
」

と
い
う
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

共
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

体育館の床にタコ糸を張り、その上
からラインテープを貼って生徒が方
向確認をできるようにした
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日日本本武武道道協協議議会会設設立立四四十十周周年年記記念念 

武道9団体と日本武道館で組織する日本武道協議会では、全
国の中学校で「安全で、楽しく、効果の上がる」武道授業が

展開されるよう、『中学校武道必修化指導書』（全10分冊・ＤＶＤ3巻
付）を、設立40周年記念事業として平成29年5月に刊行しました。
そして、「武道9種目の周知徹底」と「中学校武道必修化の充実」を
目的に、全国1万余校の中学校と全都道府県市区町村教育委員
会、全国主要公立図書館等へ無償贈呈いたしました。

本書は、武道の歴史や特性を解説した「武道編」と、「柔道」「剣

道」「弓道」「相撲」「空手道」「合気道」「少林寺拳法」「なぎなた」「銃

剣道」の武道種目ごとに分かれており、付属のＤＶＤとあわせて、各

種目の歴史や特性、指導計画例や学習指導法の要点などがわかり

やすくまとまった、学校現場で役立つ内容となっています。

本協議会では、「全国武道指導者研修会」や「地域社会武道指導

者研修会（中学校武道必修化特化型）」の参加者に無償で贈呈し、

本書の学校現場での活用促進を図っています。

書籍のお知らせ

◆少林寺拳法                     ‘

◇1章 少林寺拳法の歴史と特性

◇2章 指導内容

◇3章 授業の特性と指導の留意点

◇4章 実践例

◇5章 資料

◇6章 少林寺拳法のすすめ 

◆なぎなた                        ‘

◇1章 なぎなたの特性

◇2章 内容の取り扱い

◇3章 単元の計画

◇4章 1年生指導案 10時間の例

◇5章 資料編

◇6章 なぎなたのすすめ

◆銃剣道                        ‘

◇1章 概論

◇2章 指導計画

◇3章 指導の実際

◇4章 銃剣道の形

◇5章 銃剣道のすすめ

◆映像集                         

◇第1巻 武道・柔道・剣道

◇第2巻 弓道・相撲・空手道

◇第3巻 合気道・少林寺拳法・

      なぎなた・銃剣道

◆弓道                          ‘

◇1章 楽しい弓道

◇2章 指導の実際

◇3章 弓道のすすめ

◇4章 資料編

◆相撲                          ‘

◇1章 相撲の魅力

◇2章 指導計画

◇3章 指導の実際

◇4章 相撲のすすめ

◆空手道                          ‘

◇1章 空手道の特性とねらい

◇2章 指導計画と学習指導の展開

◇3章 学習指導の展開

◇4章 空手道のすすめ

◇5章 礼法／基本技術と

     その練習法

◆合気道                         ‘

◇1章 合気道の概論

◇2章 合気道の授業づくり

◇3章 合気道の指導計画

◇4章 具体的指導内容

◇5章 合気道のすすめ

◆武道 —歴史と特性—            ’

◇1章 「武」の字の意味

◇2章 古代における武技

◇3章 武士の出現と武術

◇4章 江戸幕府と近世武芸

◇5章 近代武道の形成

◇6章 戦後の武道禁止と

     復活

◇7章 武道の現代的意義 

◆柔道                          ‘

◇1章 概論

◇2章 指導計画

◇3章 指導の実際

◇4章 アクティブ・ラーニング

◇5章 評価

◇6章 柔道のすすめ

◆剣道                          ‘

◇1章 概論

◇2章 学習指導要領の

     内容 （剣道）

◇3章 指導の実際

◇4章 安全管理・安全

     指導について

◇5章  中学校1・2学年

     剣道授業「学習計画」の例

◇6章 剣道のすすめ

目目次次 

日本武道館ホームページに「中学校武道必修化特設ページ」を開設しています。

武道授業の実践に役立つ中学校武道必修化関連情報を取りまとめていますので、是非ご活用ください。

右からアクセスできます。 ＜https://www.nipponbudokan.or.jp/gakkobudo ＞
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42

日
本
体
育
大
学
　
期
限
付
一
般
研
究
員
　
坂
部
崇
政

私
の
学
術
研
究
発
表

空
手
選
手
の
優
れ
た
予
測
力
は
脳
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
？

　
時
々
刻
々
と
状
況
が
変
化
す
る
空
手
競
技
に
お
い
て
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
体
力
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ

け
で
は
な
く
、
周
囲
の
状
況
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
や
先
の
出
来
事
を
見
越
す
と
い
っ
た
認
知
的
側
面
に
も
優
れ
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
空
手
選
手
の
脳
内
に
お
け
る
情
報
処
理
過
程
に
着
目
し
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、
空
手
選
手
の
脳
波
（
事
象
関
連
電
位
）
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
突
き
技
の
予
測
場
面
に
お
け
る
脳
活
動
の
特
徴

を
と
ら
え
、
競
技
者
の
優
れ
た
情
報
処
理
の
発
生
機
序
解
明
に
有
益
な
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
研
究
第
49
巻
第
2
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
（﹃
突
き
技
へ
の
予
測
場
面
に
お
け
る
空
手

選
手
の
情
報
処
理
能
力
︱
時
間
的
遮
蔽
法
を
用
い
た
映
像
に
お
け
る
Ｃ
Ｎ
Ｖ
お
よ
び
Ｐ
３
を
指
標
と
し
て
︱
﹄）
の
一
部
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第

回
９
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■
は
じ
め
に

空
手
は
高
水
準
の
時
空
間
的
制
約
を

伴
う
競
技
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
相
手
の

動
作
を
正
し
く
予
測
し
な
が
ら
動
作
を

素
早
く
選
択
、
開
始
す
る
能
力
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
競
技
者
の
脳

内
で
は
状
況
を
正
し
く
判
断
、
意
思
決

定
し
、
最
適
な
動
作
を
選
択
し
た
う
え

で
そ
の
動
作
を
実
行
す
る
た
め
の
反
応

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
刺
激
評

価
、
反
応
選
択
、
反
応
実
行
の
過
程
を

経
て
情
報
を
処
理
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
複
雑
な
駆
け
引
き
の
中
で
瞬

時
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
空
手
選
手

は
、
脳
内
で
の
情
報
処
理
も
素
早
く
正

確
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
の
認
知
情
報
処
理

過
程
を
評
価
す
る
指
標
と
し
て
は
、

事
象
関
連
電
位
（event-related�

potential

:
以
下
、
Ｅ
Ｒ
Ｐ
）
が
広
く

用
い
ら
れ
て
お
り
、
予
測
・
準
備
過
程

し
、
空
手
の
突
き
技
の
映
像
を
刺
激
と

し
て
用
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
通

常
の
Ｃ
Ｎ
Ｖ
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
お
け
る

Ｓ
１
を
映
像
開
始
時
点
に
、
Ｓ
２
を
映

像
終
了
（
技
の
動
き
出
し
）
時
点
に
対

応
さ
せ
る
こ
と
で
、
遮
蔽
さ
れ
た
映
像

観
察
中
の
Ｃ
Ｎ
Ｖ
お
よ
び
Ｐ
３
を
測
定

し
ま
し
た
。
こ
の
実
験
パ
ラ
ダ
イ
ム
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
知
見
は
、
空
手
の
予

測
場
面
に
お
け
る
脳
活
動
の
特
徴
を
と

　
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
日
本
体
育

大
学
期
限
付
一
般
研
究
員
、
日
本
体
育
大
学
空
手
道
部
・
女

子
監
督
。

　
現
在
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
認
知
機
能
に
着
目
し
た
研
究
を

進
め
な
が
ら
日
体
大
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｓ
）
の
心
理
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
従
事
し
て
い

る
。

　【
学
位
】
博
士
（
体
育
科
学
）

　【
資
格
】
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
士
、

空
手
三
段

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

い
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
遮し

ゃ

蔽へ
い

さ
れ
た
映
像
刺
激
を
Ｃ
Ｎ

Ｖ
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
応
用
し
、

技
へ
の
予
測
・
判
断
時
に
お

け
る
空
手
選
手
の
情
報
処
理

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
し
た
。
一
般
的

に
、
Ｃ
Ｎ
Ｖ
を
測
定
す
る
際

に
は
、
Ｓ
１
お
よ
び
Ｓ
２
と

し
て
聴
覚
刺
激
や
画
像
刺
激

が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
本
研

究
で
は
競
技
場
面
を
想
定

坂
部
　
崇
政

（
さ
か
べ
・
た
か
ま
さ
）

て
優
位
に
出
現
す
る
後
期
陽
性
電
位
で

す
。
Ｐ
３
潜
時
は
、
刺
激
評
価
過
程
に

関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
Ｐ
３

振
幅
は
、
そ
れ
を
惹じ

ゃ

起っ
き

し
た
事
象
に
対

す
る
知
覚
―
中
枢
処
理
資
源
を
反
映
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
空
手
を
は
じ
め
と
す

る
武
道
競
技
者
の
Ｅ
Ｒ
Ｐ
を
測
定
し
た

研
究
は
数
少
な
く
、
空
手
の
予
測
場
面

に
お
け
る
脳
活
動
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

に
関
す
る
脳
活
動
を
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
Ｅ
Ｒ
Ｐ
成
分
の
一
つ
に
、
随

伴
陰
性
変
動
（contingent�negative�

variation

:
以
下
、
Ｃ
Ｎ
Ｖ
）
が
あ
り

ま
す
。
Ｃ
Ｎ
Ｖ
は
、
警
告
刺
激
あ
る
い

は
予
告
刺
激
（
Ｓ
１
）
の
呈
示
か
ら
、

一
定
時
間
後
に
呈
示
さ
れ
る
運
動
反
応

（
Ｒ
）
を
要
求
す
る
命
令
刺
激
（
Ｓ
２
）

の
刺
激
間
に
お
い
て
緩
や
か
に
陰
性
方

向
へ
シ
フ
ト
す
る
電
位
で
あ
り
、
前
頭

―
中
心
部
に
優
勢
な
左
右
対
称
の
頭
皮

上
分
布
を
示
し
ま
す
。
Ｃ
Ｎ
Ｖ
は
、
Ｓ

１
に
対
す
る
定
位
反
応
や
覚
醒
水
準
を

反
映
す
る
と
さ
れ
る
前
期
成
分
と
、
Ｓ

２
に
対
す
る
予
期
的
反
応
や
運
動
準
備

を
反
映
す
る
と
さ
れ
る
後
期
成
分
の
２

成
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
Ｃ
Ｎ
Ｖ
を

測
定
す
る
こ
と
で
課
題
に
対
す
る
準
備

過
程
を
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
別
の
Ｅ
Ｒ
Ｐ
成
分
で
あ

る
Ｐ
３
は
、
注
意
を
向
け
て
い
る
刺
激

呈
示
後
300
ｍｓ
 付
近
（
250
―
500
ｍｓ
 ）
に
、

頭
皮
上
の
中
心
部
か
ら
頭
頂
部
に
か
け
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課
題
の
反
応
肢
を
固
定
し
ま
し
た
。
上

段
突
き
お
よ
び
中
段
突
き
の
呈
示
確
率

は
そ
れ
ぞ
れ
50
％
で
あ
り
、
ラ
ン
ダ
ム

な
順
序
で
呈
示
し
ま
し
た
。
映
像
呈
示

前
に
注
視
点
を
300
ｍｓ
呈
示
し
た
後
、
映

像
を
２
０
０
０
ｍｓ
呈
示
し
、
映
像
の
間

隔
は
１
０
０
０
―
１
２
５
０
ｍｓ
の
範
囲

で
ラ
ン
ダ
ム
に
設
定
し
ま
し
た
（
図
１

参
照
）。

　
脳
波
は
、A

g/A
gCl

皿
電
極
を
用

い
、
国
際
10
―
20
法
に
基
づ
く
頭
皮
上

５
カ
所
（
Ｆ
ｚ
、
Ｃ
ｚ
、
Ｐ
ｚ
、
Ｃ

３
、
Ｃ
４
）
か
ら
測
定
し
ま
し
た
。
Ｃ

Ｎ
Ｖ
は
Ｓ
１
呈
示
前
200
ｍｓ
の
平
均
電
位

を
基
線
と
し
、
Ｓ
１
―
Ｓ
２
間
の
加
算

平
均
に
よ
り
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
均

振
幅
は
、
Ｓ
１
呈
示
後
500
―
１
０
０
０

ｍｓ
（
500
ｍｓ
間
）
を
前
期
Ｃ
Ｎ
Ｖ
、
Ｓ
１

呈
示
後
１
５
０
０
―
２
０
０
０
ｍｓ
（
500

ｍｓ
間
）
を
後
期
Ｃ
Ｎ
Ｖ
と
し
て
算
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
２
呈
示
前
200
ｍｓ
の

平
均
電
位
を
基
線
と
し
、
Ｓ
２
（
技
の

動
き
出
し
）
呈
示
後
250
ｍｓ
か
ら
500
ｍｓ
に

ら
え
、
競
技
者
の
優
れ
た
情
報
処
理
の

発
生
機
序
解
明
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

■
方
法

　
実
験
に
参
加
し
た
体
育
専
攻
学
生
24

名
の
う
ち
、
空
手
道
部
に
所
属
す
る
11

名
を
熟
練
群
、
空
手
の
競
技
歴
の
な
い

13
名
を
非
熟
練
群
と
し
て
設
定
し
ま
し

た
。
本
研
究
で
は
、
空
手
選
手
を
モ
デ

ル
に
撮
影
し
た
突
き
技
の
映
像
を
使
用

し
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
始
か
ら
突
き
技

の
直
前
ま
で
を
呈
示
し
ま
し
た
。
実
験

参
加
者
の
課
題
は
、
途
中
で
遮
蔽
さ
れ

る
技
が
上
段
突
き
と
判
断
す
れ
ば
右
手

で
、
中
段
突
き
と
判
断
す
れ
ば
左
手
で

ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
し
た
。
な
お
、

本
研
究
は
、
組
手
に
お
け
る
一
般
的
な

攻
防
（
相
手
の
上
段
突
き
を
左
手
で
捌さ
ば

き
な
が
ら
右
手
で
中
段
を
突
く
、
相
手

の
中
段
突
き
を
右
手
で
捌
き
な
が
ら
左

手
で
上
段
を
突
く
）
場
面
に
お
け
る
技

の
予
測
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

図１　実験手順および映像時間の定義
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生
じ
る
最
大
陽
性
ピ
ー
ク
を
Ｐ
３
と
同

定
し
ま
し
た
。

■
結
果
と
考
察

　
両
群
に
お
け
る
反
応
時
間
を
図
２
に

示
し
ま
し
た
。
非
熟
練
群
で
は
、
中
段

2000

2100

2200

2300

2400

2500

2600

上段突き 中段突き

反
応
時
間
（

m
s）

熟練群

非熟練群

*** p < .001
** p < .01

図２　上段突き・中段突きに対する反応時間

突
き
へ
の
反
応
時
間
が
上
段
突
き
よ
り

も
有
意
に
短
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
ま

た
、
上
段
突
き
と
中
段
突
き
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
、
熟
練
群
の
反
応
時
間
は

非
熟
練
群
よ
り
も
有
意
に
速
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
は
、
熟
練
群
は

少
な
い
情
報
源
の

中
か
ら
的
確
に
情

報
を
収
集
し
、
早

く
予
測
で
き
て
い

た
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
先
行
研
究
の

知
見
を
支
持
す
る

も
の
で
あ
り
ま
し

た
（A

bernethy,�

1990;�C
auser�

et�al.,�2017;�

G
üldenpenning�

et�al.,�2013;�

W
eissensteiner�

et�al.,�2008

）。

札 幌 本 社／札幌市中央区北６条西22丁目２番７号東実ビル　　TEL（011）612-1911（代）
東 京 支 店／東京都新宿区西新宿１丁目26番２号新宿野村ビル　TEL（03）3345-0531
営　業　所／函館・室蘭・苫小牧・千歳・恵庭・小樽・余市・岩内・石狩・岩見沢・旭川
　　　　　　士別・富良野・帯広・北見・釧路・深川
海 外 事 業／東洋実業シンガポールPTE. LTD.／東洋セキュリティ＆ビルディング・マネジメント
　　　　　　（香港） LTD.
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Ｃ
Ｎ
Ｖ
の
総
加
算
平
均
波
形
を
図�

３
、
前
期
Ｃ
Ｎ
Ｖ
お
よ
び
後
期
Ｃ
Ｎ
Ｖ

の
振
幅
の
結
果
を
図
４
に
示
し
ま
し

た
。
前
期
Ｃ
Ｎ
Ｖ
（
Ｓ
１
呈
示
後
500

―
１
０
０
０
ｍｓ
）
と
後
期
Ｃ
Ｎ
Ｖ
（
Ｓ

１
呈
示
後
１
５
０
０
―
２
０
０
０
ｍｓ
）

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
Ｆ
ｚ
に
お
い

て
中
段
突
き
に
対
す
る
電
位
が
上
段
突

熟練群

非熟練群

-15

-200 2400 ms

15 μV

Fz

Cz

Pz

C3 C4

【上段突き】

S1

S1 S1

S2

S2 S2

熟練群

非熟練群

-15

-200 2400 ms

15 μV

Fz

Cz

Pz

C3 C4

【中段突き】

S2S1

S2S1 S2S1

図３　CNVの総加算平均波形

-20

-15

-10

-5

0

5

10

熟練群

非熟練群

C
N

V
振
幅

 (μ
V

)

上段突き 中段突き 上段突き 中段突き 上段突き 中段突き

Fz Cz Pz

上段突き 中段突き 上段突き 中段突き 上段突き 中段突き

Fz Cz Pz

前期CNV 後期CNV

図４　前期CNVおよび後期CNVの振幅の結果

熟練群

非熟練群

-15

-200 2400 ms

15 μV

Fz

Cz

Pz

C3 C4

【上段突き】

S1

S1 S1

S2

S2 S2

熟練群

非熟練群

-15

-200 2400 ms

15 μV

Fz

Cz

Pz

C3 C4

【中段突き】

S2S1

S2S1 S2S1

き
よ
り
も
有
意
に
高
い
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
群
に
よ
る
差
は
み
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
図
３

を
概
観
す
る
限
り
で
は
、
Ｆ
ｚ
の
200
―

600
ｍｓ
付
近
に
お
い
て
両
群
の
Ｃ
Ｎ
Ｖ
電

位
に
開
き
が
確
認
さ
れ
る
た
め
、
各
技

の
Ｆ
ｚ
に
お
け
る
200
―
600
ｍｓ
間
の
平
均

電
位
に
つ
い
て
も
群
に
よ
る
対
応
の
な

い
ｔ
検
定
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
上
段
突
き
に
対
す
る
電
位

に
お
い
て
熟
練
群
が
非
熟
練
群
よ

り
も
有
意
に
高
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｎ
Ｖ
は
、
刺

激
に
対
す
る
意
欲
や
動
機
づ
け

（Irwin�et�al.,�1966

）、
あ
る
い

は
注
意
（Tecce�and�Scheff,�
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1969
）
な
ど
の
心
理
変
数
を
反
映
す

る
こ
と
か
ら
、
中
段
突
き
へ
の
意
識
の

高
さ
を
反
映
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
興
味
深
い
こ
と
に
、
Ｓ
１
呈
示
後
200

―
600
ｍｓ
の
平
均
電
位
で
は
、
上
段
突
き

の
試
行
に
お
い
て
熟
練
者
が
非
熟
練
者

よ
り
も
有
意
に
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
一
般
的
に
、
前
期
Ｃ
Ｎ

Ｖ
は
警
告
刺
激
に
対
す
る
定
位
反
応
で

あ
り
、
刺
激
に
新
奇
性
が
な
く
な
る
と

定
位
反
応
は
減
少
し
、
最
終
的
に
は
反

応
が
消
失
、
す
な
わ
ち
「
慣
れ
」
が
生

じ
ま
す
（
山
崎
ほ
か
、
１
９
８
３
）。�

ま
た
、
前
期
成
分
は
補
足
運
動
野
に

も
出
現
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り

（Ikeda�et�al.,�1997

）、
前
期
成
分
は

受
動
的
な
定
位
反
応
と
は
異
な
り
、
能

動
的
な
情
報
処
理
の
注
意
を
反
映
す
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
（
望
月
ほ

か
、２
０
０
７
）。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

非
熟
練
群
は
、
映
像
の
開
始
に
受
動
的

な
定
位
反
応
を
示
し
ま
し
た
が
、
熟
練

熟練群：上段突き

熟練群：中段突き

非熟練群：上段突き

非熟練群：中段突き

0

-10

35 μV

-200 800 ms

Fz

Cz

Pz

群
は
特
に
上
段
突
き
に
お
い
て
能
動
的

に
情
報
処
理
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
空
手
の
試
合
で
は

予
備
動
作
が
小
さ
い
上
段
突
き
は
有
効

な
技
で
あ
る
た
め
、
熟
練
群
が
経
験
的

に
上
段
突
き
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て

い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
前
期
お
よ
び
後
期
Ｃ
Ｎ
Ｖ
に

は
群
に
よ
る
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
映
像
呈
示
中
に
お
け
る
認
知

処
理
の
負
荷
は
、
熟
練
群
と
非
熟
練
群

と
で
は
同
程
度
で
あ
っ
た
と
い
え
ま

す
。
従
来
の
Ｃ
Ｎ
Ｖ
パ
ラ
ダ
イ
ム
で

は
、
Ｓ
１
お
よ
び
Ｓ
２
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
単
発
の
画
像
刺
激
や
聴
覚
刺
激
が
用

い
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
本
研
究
で

は
映
像
刺
激
を
呈
示
し
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
本
研
究
で
は
Ｓ
１
と
Ｓ
２
の
間
に

も
連
続
的
に
情
報
を
保
持
し
な
が
ら
処

理
し
、
モ
デ
ル
の
技
を
読
み
取
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
空
手
経

験
の
な
い
非
熟
練
群
は
２
０
０
０
ｍｓ
の

映
像
呈
示
中
、
常
に
注
意
を
払
っ
て
手

図５　Ｐ３の総加算平均波形
が
か
り
と
な
る
情
報
を
収
集
し
続
け
て

い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
が
、
熟
練

群
は
過
去
の
経
験
か
ら
、
モ
デ
ル
が
技

を
出
す
直
前
に
だ
け
注
意
を
払
う
こ
と

で
技
を
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
Ｃ
Ｎ
Ｖ
振
幅
に
群
間
の
差
が
み
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
結
果
は
、
熟
練
群

の
反
応
へ
の
効
率
化
が
反
映
さ
れ
た
結

果
で
あ
る
と
解
釈
で
き
ま
す
。

　
Ｐ
３
の
総
加
算
平
均
波
形
を
図
５
、

Ｐ
３
潜
時
お
よ
び
振
幅
の
結
果
を
表
１
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に
示
し
ま
し
た
。�

非
熟
練
群

で
は
、
中
段
突
き
に
対
す
る
Ｐ

３
潜
時
が
上
段
突
き
よ
り
も

有
意
に
短
縮
し
ま
し
た
。
ま

た
、
上
段
突
き
に
対
す
る
Ｐ
３

潜
時
は
、
熟
練
群
が
非
熟
練
群

よ
り
も
有
意
に
短
い
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
Ｐ
３

振
幅
に
は
い
ず
れ
の
要
因
に
も

有
意
な
差
は
み
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
Ｐ
３
潜
時
は
、
刺

激
評
価
に
要
す
る
処
理
時
間

を
反
映
し
（M

cCarthy�and�

D
onchin,�1981;�M

agliero�et�

al.,�1984

）、
刺
激
の
識
別
が

困
難
な
時
や
難
易
度
の
高
い
課

題
を
要
求
す
る
と
延
長
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
非
熟
練
群
に
と
っ
て
中
段

突
き
よ
り
も
上
段
突
き
の
判
断

が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
熟
練
群

の
潜
時
に
は
、
技
の
違
い
に
よ

る
差
が
み
ら
れ
ず
、
上
段
突
き
お
よ
び

中
段
突
き
の
刺
激
評
価
時
間
は
同
程
度

で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
大

浦
・
後
藤
（
１
９
９
４
）
は
、
熟
練
者

は
通
常
な
ら
見
過
ご
し
て
し
ま
う
よ
う

な
微
妙
で
か
つ
重
要
な
情
報
を
的
確
に

と
ら
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
適
切
な
判

断
が
で
き
る
と
述
べ
て
お
り
、
本
研
究

の
熟
練
群
も
上
段
突
き
の
わ
ず
か
な
手

が
か
り
を
も
と
に
早
期
に
判
断
し
て
い

た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｐ
３
振
幅
は
刺
激
評
価
を
要

す
る
処
理
資
源
配
分
量
を
反
映
し
ま

す
（K

ok,�2001

）。
Ｐ
３
振
幅
は
Ｃ
Ｎ

Ｖ
振
幅
と
同
様
に
、
競
技
者
は
非
競
技

者
よ
り
も
大
き
く
、
競
技
者
の
方
が
与

え
ら
れ
た
課
題
に
お
い
て
課
題
に
関
連

す
る
刺
激
に
処
理
資
源
を
配
分
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
（W

ang�and�Tu,�2017

）。
本
研

究
の
Ｐ
３
潜
時
で
は
、
熟
練
群
は
非
熟

練
群
よ
り
も
早
期
に
刺
激
評
価
を
終
え

て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
Ｐ
３
振
幅
は
非
熟
練
群
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
値
を
示
し
ま
し

た
。
一
般
的
に
、
効
率
性
と
は
行
動
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
同
程
度
で
あ
る
一
方

で
、
神
経
活
性
化
が
群
間
で
異
な
る
状

況
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

（Poldrack,�2015

）。
よ
っ
て
、
本
研

究
に
お
い
て
は
群
間
で
脳
活
動
に
差
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
反
応
時
間

に
は
違
い
が
み
ら
れ
た
た
め
、
熟
練
者

の
情
報
処
理
能
力
は
高
い
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

■
ま
と
め

　
本
研
究
は
、
突
き
技
予
測
場
面
の
脳

波
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
空
手
選
手
の

情
報
処
理
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
熟
練
群
の
反
応
時
間
お
よ

び
Ｐ
３
潜
時
は
非
熟
練
群
よ
り
も
有
意

に
短
く
、
熟
練
群
は
技
の
予
測
に
お
け

る
刺
激
評
価
が
早
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
、
Ｃ
Ｎ
Ｖ
振
幅
お
よ
び
Ｐ

３
振
幅
で
は
、
両
群
に
差
は
認
め
ら
れ

交互作用

熟練群 非熟練群 熟練群 非熟練群 群 技 群×技 群 技 群×技

308 455 338 402

(±49.36) (±40.03) (±92.25) (±86.11)

23.61 22.10 22.65 23.48

(±5.04) (±4.84) (±7.80) (±5.78)

0.22

P3振幅（µV） 0.03 0.03 1.02 0.001 0.001 0.04

P3潜時（ms） 20.21*** 0.48 6.26* 0.48 0.02

上段突き 中段突き 主効果 交互作用
効果量 (η p

2)

主効果

*** p < .001* p < .05

表１　Ｐ３潜時および振幅の結果
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ず
、
熟
練
群
と
非
熟
練
群
の
間
で
認
知

処
理
の
負
荷
は
同
程
度
で
あ
っ
た
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
熟

練
者
が
一
定
の
脳
活
動
に
お
い
て
も
優

れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
空

手
選
手
は
突
き
技
だ
け
で
な
く
蹴
り
技

や
フ
ェ
イ
ン
ト
動
作
な
ど
、
よ
り
複
雑

な
状
況
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
注
意
を
向
け
る
対
象
や

処
理
資
源
配
分
量
を
調
整
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
熟
練
群
は
、

技
の
予
測
時
の
認
知
・
運
動
の
準
備
段

階
に
お
い
て
脳
活
動
を
適
切
に
調
整
す

る
こ
と
で
素
早
い
反
応
を
可
能
に
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
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